
(57)【要約】

  クロロフィルを含む植物細胞またはクロロフィルを含

む植物組織に400nmから700nmの波長範囲から選択される

少なくとも1種の波長を有する光を照射することにより

、該植物細胞内または植物組織内の少なくとも1種の植

物化学物質の濃度を変更する方法、植物組織の植物化学

物質濃度を変更するために該範囲から選択される光の波

長の使用、変更された濃度の植物化学物質変更を含む収

穫された植物器官、および植物化学物質の濃度が変更さ

れた植物組織を生成するための装置。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ク ロ ロ フ ィ ル を 含 有 す る 植 物 細 胞 ま た は ク ロ ロ フ ィ ル を 含 有 す る 植 物 組 織 に 400nmか ら 7
00nmの 波 長 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 1種 の 波 長 の 光 を 照 射 す る こ と に よ っ て 前 記 植
物 細 胞 内 ま た は 植 物 組 織 内 の 少 な く と も 1種 の 植 物 化 学 物 質 の 濃 度 を 変 更 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 少 な く と も 1種 の 光 の 波 長 が 600nm～ 700nmの 範 囲 に あ る 波 長 の 赤 色 光 で あ る 、 請 求
項 1に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 赤 色 光 の 波 長 が 620nm～ 690nmの 範 囲 に あ る 、 請 求 項 2に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 赤 色 光 の 波 長 が 625nm～ 680nmの 範 囲 に あ る 、 請 求 項 2ま た は 3に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 赤 色 光 の 波 長 が 約 650nm+/-15nmで あ る 、 請 求 項 2か ら 4の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 少 な く と も 1種 の 光 の 波 長 が 420nm～ 490nmの 範 囲 に あ る 波 長 の 青 色 光 で あ る 、 請 求
項 1に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 青 色 光 の 波 長 が 430nm～ 470nmの 範 囲 に あ る 、 請 求 項 6に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 青 色 光 の 波 長 が 435nm～ 465nmの 範 囲 に あ る 、 請 求 項 6ま た は 7に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 青 色 光 の 波 長 が 約 450nm+/-15nmで あ る 、 請 求 項 6か ら 8の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 光 が 請 求 項 2か ら 9の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 赤 色 光 お よ び 青 色 光 の 範 囲 か ら 選 択 さ れ
る 波 長 の 赤 色 光 お よ び 青 色 光 か ら 選 択 さ れ る 光 の 2種 の 波 長 を 含 む 、 請 求 項 1に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 １ １ 】
　 青 色 光 :赤 色 光 の エ ネ ル ギ ー 比 が 7:1か ら 1:7の 範 囲 に あ る 、 請 求 項 10に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 青 色 光 :赤 色 光 の エ ネ ル ギ ー 比 率 が 6:1か ら 1:6の 範 囲 に あ る 、 請 求 項 11に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 青 色 光 :赤 色 光 の エ ネ ル ギ ー 比 率 が 5:1か ら 1:5の 範 囲 に あ る 、 請 求 項 11ま た は 12に 記 載
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 植 物 細 胞 ま た は 植 物 組 織 が 180分 を 超 え る 時 間 間 隔 の 間 に 前 記 光 の 少 な く と も 1種 の
波 長 に 暴 露 さ れ る 、 請 求 項 1か ら 13の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 植 物 細 胞 ま た は 植 物 組 織 が 最 大 180分 の 時 間 間 隔 の 間 に 前 記 光 の 少 な く と も 1種 の 波
長 に 暴 露 さ れ る 、 請 求 項 1か ら 13の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 時 間 間 隔 が 最 大 120分 で あ る 、 請 求 項 15に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 時 間 間 隔 が 最 大 60分 で あ る 、 請 求 項 15ま た は 16に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 時 間 間 隔 が 最 大 45分 で あ る 、 請 求 項 17に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 時 間 間 隔 が 最 大 30分 で あ る 、 請 求 項 17ま た は 18に 記 載 の 方 法 。
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【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 時 間 間 隔 が 5か ら 15分 の 範 囲 に あ る 、 請 求 項 17か ら 19の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法
。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 植 物 細 胞 ま た は 植 物 組 織 が 植 物 に 含 有 さ れ 、 あ る い は 、 高 次 植 物 の 葉 茎 、 萼 、 お よ
び 葉 、 藻 細 胞 、 コ ケ 原 糸 体 、 な ら び に 食 用 お よ び /ま た は 非 食 用 も し く は 食 用 に 適 さ な い
高 次 植 物 種 お よ び 低 次 植 物 種 に お け る 高 次 植 物 お よ び 低 次 植 物 の 細 胞 の 細 胞 培 養 物 か ら 選
択 さ れ る 、 植 物 か ら 得 ら れ て 光 合 成 能 を 有 す る 植 物 組 織 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 1か ら 20
の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 植 物 細 胞 ま た は 植 物 組 織 が 、 ハ ー ブ 、 カ サ ラ ン ツ ス ロ セ ウ ス 、 イ チ イ 科 の 植 物 、 カ
ナ ビ ス 植 物 、 緑 色 野 菜 、 お よ び 緑 の 種 を 含 む 群 か ら 選 択 さ れ る 植 物 か ら 得 ら れ る 、 請 求 項
21に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 植 物 細 胞 ま た は 植 物 組 織 が 、 カ サ ラ ン ツ ス ロ セ ウ ス 、 エ ン ド ウ 豆 、 グ リ ー ン ビ ー ン
ズ 、 ホ ウ レ ン ソ ウ 、 ブ ロ ッ コ リ 、 緑 キ ャ ベ ツ 、 赤 キ ャ ベ ツ 、 も や し 、 コ ー ル ラ ビ 、 カ リ フ
ラ ワ ー 、 白 キ ャ ベ ツ 、 レ タ ス 、 白 菜 な ど の ブ ラ シ カ オ レ ラ シ ア 由 来 の 種 、 ヒ メ ツ リ ガ ネ ゴ
ケ の 原 糸 体 な ど の コ ケ 組 織 、 レ ム ノ ス ポ ラ 種 の 培 養 物 、 お よ び 藻 細 胞 培 養 物 を 含 む 群 か ら
選 択 さ れ る 植 物 か ら 得 ら れ る 、 請 求 項 21ま た は 22に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 可 視 ス ペ ク ト ル 内 に 認 め ら れ 、 400nmか ら 700nmに あ る 少 な く と も 1種 の 波 長 を 有 す る 人
工 光 源 か ら の 光 に 前 記 植 物 細 胞 ま た は 植 物 組 織 を 暴 露 す る 、 カ バ ー 下 で 植 物 細 胞 ま た は 植
物 組 織 を 収 集 す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ ５ 】
　 前 記 選 択 さ れ た 光 の 波 長 が 赤 色 光 も し く は 青 色 光 ま た は 場 合 に よ っ て 白 色 光 と 組 み 合 わ
せ た 赤 色 光 と 青 色 光 の 組 み 合 わ せ で あ る 、 請 求 項 24に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ２ ６ 】
　 請 求 項 1か ら 25の い ず れ か の 1つ に 記 載 の 方 法 に よ っ て 得 ら れ る 収 集 さ れ た 植 物 材 料 ま た
は 植 物 細 胞 。
【 請 求 項 ２ ７ 】
　 可 視 ス ペ ク ト ル 内 に 認 め ら れ 、 400nmか ら 700nmに あ る 少 な く と も 1種 の 波 長 の 人 工 光 源
か ら の 光 を 生 き た 植 物 細 胞 に 照 射 す る こ と を 含 む 食 品 加 工 法 に よ っ て 得 ら れ る 加 工 食 品 。
【 請 求 項 ２ ８ 】
　 請 求 項 1か ら 25の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 方 法 に よ っ て 得 ら れ る 処 理 さ れ た 植 物 材 料 ま た
は 植 物 細 胞 を 含 む 加 工 食 品 。
【 請 求 項 ２ ９ 】
　 植 物 細 胞 ま た は 収 集 さ れ た 植 物 組 織 を カ バ ー 下 で 加 工 す る 方 法 に お け る 、 人 工 光 源 か ら
の 可 視 ス ペ ク ト ル (冷 光 )内 に 認 め ら れ る 波 長 の 光 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 1種 の 波 長 の
光 の 利 用 。
【 請 求 項 ３ ０ 】
　 前 記 少 な く と も 1種 の 波 長 の 光 が 赤 色 光 、 青 色 光 、 ま た は 赤 色 光 と 青 色 光 と の 組 み 合 わ
せ か ら 選 択 さ れ 、 前 記 選 択 さ れ た 波 長 の 光 が 場 合 に よ っ て 白 色 光 と 組 み 合 わ せ て 選 択 さ れ
る 、 請 求 項 29に 記 載 の 利 用 。
【 請 求 項 ３ １ 】
　 暴 露 チ ャ ン バ を 定 め る 囲 い と 、 複 数 の 方 向 か ら の 光 へ の 暴 露 を 可 能 に す る た め の 様 式 お
よ び 位 置 に お い て 、 植 物 材 料 を 支 持 す る た め の チ ャ ン バ 内 に 設 け ら れ た 支 持 手 段 と 、 少 な
く と も 1種 の 所 定 の 波 長 の 光 を 生 成 し 、 か つ 所 定 の 時 間 に わ た っ て 複 数 の 方 向 か ら 前 記 生
成 さ れ た 光 を 前 記 支 持 さ れ た 植 物 材 料 に 適 用 す る こ と で 、 2つ 以 上 の 側 面 か ら 前 記 材 料 の
前 記 光 へ の 暴 露 を も た ら す 光 生 成 お よ び 適 用 手 段 と を 含 む 、 請 求 項 1か ら 25の い ず れ か 一
項 に 記 載 の 方 法 を 実 施 す る た め の 装 置 。
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【 請 求 項 ３ ２ 】
　 前 記 囲 い が そ の 少 な く と も い く つ か の 側 面 で 閉 じ ら れ る ハ ウ ジ ン グ の 形 態 を と る 、 請 求
項 31に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ３ 】
　 前 記 装 置 が ベ ン チ ト ッ プ 式 家 庭 電 化 製 品 で あ る 、 請 求 項 32に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ４ 】
　 前 記 囲 い が 壁 、 床 お よ び 天 井 に よ っ て 境 界 づ け ら れ る 構 造 を 含 み 、 少 な く と も こ れ ら の
一 部 が 建 築 物 の 一 体 型 、 ま た は 取 り 付 け 式 内 部 要 素 に よ っ て 提 供 さ れ る 、 請 求 項 31に 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ５ 】
　 少 な く と も 大 部 分 の 方 向 に お け る 光 路 長 が 、 前 記 光 生 成 お よ び 適 用 手 段 の 操 作 エ ネ ル ギ
ー の 所 与 の 最 低 限 の 消 費 量 で 、 所 定 の 光 度 を 有 す る 光 に 対 す る 前 記 材 料 の 暴 露 を 可 能 に す
る よ う に 前 記 暴 露 チ ャ ン バ が 寸 法 化 さ れ る 、 請 求 項 31か ら 34の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置
。
【 請 求 項 ３ ６ 】
　 前 記 材 料 の 領 域 の 所 定 の 最 小 限 の 部 分 に わ た っ て 前 記 光 に 暴 露 す る 場 合 に 前 記 材 料 の い
く つ か の 側 面 に 前 記 光 が 到 達 で き る よ う に 前 記 支 持 手 段 が 配 置 さ れ る 、 請 求 項 31か ら 35の
い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ７ 】
　 前 記 支 持 手 段 が 、 前 記 材 料 が 配 置 で き る 表 面 を 具 備 す る 部 材 を 含 む 、 請 求 項 31か ら 36の
い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ８ 】
　 前 記 部 材 が 光 透 過 性 の あ る 材 料 お よ び /ま た は 構 造 を 有 す る 、 請 求 項 37に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ３ ９ 】
　 前 記 支 持 手 段 お よ び 囲 い が 相 互 に 対 し て 移 動 可 能 で あ る 、 請 求 項 31か ら 38の い ず れ か 一
項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ０ 】
　 前 記 光 生 成 お よ び 適 用 手 段 が 光 を 異 な る 方 向 に 放 射 す る た め の 複 数 の 光 源 を 含 む 、 請 求
項 31か ら 39の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ １ 】
　 前 記 光 生 成 お よ び 適 用 手 段 が 光 を 光 源 か ら 異 な る 方 向 に 反 射 す る た め の 単 一 の 光 源 お よ
び 複 数 の 反 射 器 を 含 む 、 請 求 項 31か ら 39の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ２ 】
　 前 記 光 生 成 お よ び 適 用 手 段 が 異 な る 方 向 に そ れ ぞ れ 光 を 放 射 し か つ 光 を 反 射 す る 複 数 の
光 源 お よ び 複 数 の 反 射 器 を 含 む 、 請 求 項 31か ら 39の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ３ 】
　 前 記 ま た は 各 々 の 光 源 が 発 光 ダ イ オ ー ド を 含 む 、 請 求 項 40か ら 42の い ず れ か 一 項 に 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ４ 】
　 前 記 光 生 成 お よ び 適 用 手 段 が 前 記 囲 い の 複 数 の 側 面 に 配 置 さ れ る 光 放 射 お よ び /ま た は
光 反 射 素 子 を 含 む 、 請 求 項 31か ら 43の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ５ 】
　 前 記 光 生 成 お よ び 適 用 手 段 を 操 作 す る こ と で 、 白 色 光 中 に 認 め ら れ る 青 色 、 赤 色 、 ま た
は 赤 色 お よ び 青 色 の 波 長 内 に 認 め ら れ る 波 長 の 光 が 放 射 可 能 で あ る 、 請 求 項 31か ら 44の い
ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ６ 】
　 前 記 光 生 成 お よ び 適 用 手 段 を 操 作 す る こ と で 、 白 色 光 が 放 射 可 能 で あ る 、 請 求 項 45に 記
載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ７ 】
　 前 記 所 定 時 間 操 作 し た 後 、 前 記 光 生 成 お よ び 適 用 手 段 の 電 源 を 切 る た め の ス イ ッ チ 手 段
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を 含 む 、 請 求 項 31か ら 46の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 ４ ８ 】
　 前 記 所 定 時 間 を 選 択 す る た め の 計 時 手 段 を 含 む 、 請 求 項 31か ら 47の い ず れ か 一 項 に 記 載
の 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 植 物 細 胞 内 お よ び /ま た は 植 物 組 織 内 の 植 物 化 学 物 質 濃 度 を 変 更 す る た め の
方 法 お よ び そ の た め の 手 段 に 関 す る 。 特 に 、 本 発 明 は 、 収 集 さ れ た 植 物 細 胞 内 お よ び /ま
た は 植 物 組 織 内 の 植 物 二 次 代 謝 産 物 な ど の 植 物 化 学 物 質 の 濃 度 を 白 色 光 ま た は 可 視 ス ペ ク
ト ル か ら 選 択 さ れ た 光 の 波 長 を 適 用 す る こ と に よ っ て 変 更 す る た め の 方 法 、 な ら び に そ の
た め の 手 段 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 UV-Bお よ び UV-Cな ど の UVス ペ ク ト ル か ら の 光 の 適 用 に よ っ て 、 例 え ば 「 精 油 」 お よ び 植
物 全 体 の 二 次 代 謝 産 物 に お け る 濃 度 の 上 昇 が 促 進 で き る こ と が 知 ら れ て い る 。 し か し な が
ら 、 UV-Bお よ び UV-Cは ヒ ト へ の 利 用 に 対 し て 問 題 を 抱 え 、 癌 性 疾 患 の 過 程 に 著 し く 関 与 す
る 。 し た が っ て 、 UV-B光 お よ び UV-C光 は 、 健 常 な 哺 乳 動 物 組 織 に 潜 在 的 に 有 害 で あ る と 考
え ら れ 、 か つ 使 用 に 危 険 を 伴 う と 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 「 精 油 」 の 大 半 は 、 香 花 お よ び 料 理 用 ハ ー ブ な ど の ハ ー ブ を 含 む 植 物 な ど 多 く の 植 物 に
関 連 す る 芳 香 族 性 に 関 与 す る 。 精 油 は 、 主 に テ ル ペ ノ イ ド か ら な り 、 1,8-シ ネ オ ー ル 、 リ
モ ネ ン 、 リ ナ ロ ー ル お よ び β -オ シ メ ン と し て 上 記 化 合 物 を 含 む 可 能 性 が あ る 。 精 油 中 に
認 め ら れ う る 他 の 化 合 物 、 す な わ ち テ ル ペ ノ イ ド 以 外 の 油 は 、 メ チ ル カ ビ コ ー ル 、 桂 皮 酸
メ チ ル 、 オ イ ゲ ノ ー ル 、 メ チ ル オ イ ゲ ノ ー ル な ど の フ ェ ニ ル プ ロ パ ノ イ ド 誘 導 化 合 物 を 含
む 可 能 性 が あ る 。 し た が っ て 、 「 精 油 」 と い う 用 語 は 、 芳 香 装 飾 物 、 料 理 用 ハ ー ブ な ど の
植 物 の 芳 香 族 性 に 寄 与 す る 、 本 明 細 書 に お い て 示 さ れ る 化 合 物 を 包 含 す る と い う 質 的 な 意
味 で 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 紫 外 光 (お よ び 特 に UV-B)は 、 フ ェ ニ ル ア ラ ニ ン ア ン モ ニ ア リ ア ー ゼ (Kuhn、 D.N.ら (1984
年 ) Proc. Natl. Acad.Sci.、 USA、 81、 1102～ 1106頁 )や カ ル コ ン シ ン タ ー ゼ (Batschauer
、 A.ら (1996年 ) The Plant Journal 9、 63～ 69頁 と Christie、 J.M.お よ び Jenkins、 G.I.(
1996年 ) The Plant Cell 8、 1555～ 1567頁 )な ど の 主 要 な 調 節 酵 素 に 対 す る 作 用 を 介 し て
、 植 物 の フ ェ ニ ル プ ロ パ ノ イ ド 経 路 の 第 二 化 合 物 の 濃 度 に 対 し て 効 果 を 発 揮 す る こ と で 知
ら れ て い る 。 表 面 フ ラ ボ ノ ー ル お よ び フ ラ ボ ノ イ ド (Cuadra、 P.お よ び Harborne、 J.B.(19
96年 ) Zeitschrift fur Faturforschung 51c、 671～ 680頁 と Cuadra、 P.ら (1997年 ) Phyto
chemistry 45、 1377～ 1383頁 )、 ア ン ト シ ア ニ ン (Yatsuhashi、 H.ら (1982年 ) Plant Physi
ology 70、 735～ 741頁 と Oelmuller、 R.お よ び Mohr、 H.(1985年 ) Proc. Natl. Acad. Sci.
、 USA 82、 6124～ 6128頁 )、 ベ タ シ ア ニ ン (Rudat、 A.お よ び Goring、 H.(1995年 ). J. Expl
. Bot. 46、 129～ 134頁 )な ど を 含 む フ ェ ノ ー ル 化 合 物 を 対 象 と す る UV-B刺 激 に 関 し て 公 開
さ れ た 多 く の 報 告 が あ り 、 こ れ ら の 化 合 物 は 、 植 物 防 御 に お い て (Chappell、 J.お よ び Hah
lbrock、 K.(1984) Nature 311、 76～ 78頁 と Guevara、 P.ら (1997年 ) Phyton 60、 137～ 140
頁 )、 な ら び に UV-光 に 対 す る 防 御 と し て (Lois、 R.(1994年 ) Planta 194、 498～ 503頁 ; Zi
ska、 L.H.ら (1992年 ) Am.Jnl. Bot. 79、 863～ 871頁 と Fiusello、 N.ら (1985年 ) Allionia
 (Turin) 26、 79～ 88頁 )、 そ の 両 方 に 関 与 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 植 物 細 胞 内 部 に お け る 特 定 の 植 物 化 学 物 質 の 濃 度 を 変 化 さ せ 、 典 型 的 に は 上 昇 さ せ る こ
と に 関 す る 、 特 定 の 帯 域 の UV光 お よ び 赤 外 光 の 効 果 に つ い て 観 察 結 果 が 報 告 さ れ て い る が
、 植 物 の 細 胞 ま た は 組 織 に 他 の 波 長 の 光 を 照 射 す る 場 合 の 効 果 に 関 し て は 実 用 化 さ れ た 技
術 が 存 在 し て い な い よ う で あ る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 収 穫 さ れ た 野 菜 ま た は 収 穫 さ れ た 野 菜 部 分 に 関 連 し て 認 識 さ れ た 問 題 は 、 収 穫 の ほ ぼ 直
後 に 植 物 二 次 代 謝 産 物 な ど の 植 物 化 学 物 質 の 濃 度 が 低 下 し 始 め る こ と で あ る 。 例 え ば 、 収
穫 野 菜 が 、 凍 結 お よ び /ま た は 缶 詰 の た め に 加 工 さ れ る 、 ま た は 消 費 者 に よ っ て 後 の 食 事
用 に 短 時 間 、 冷 蔵 庫 や 家 電 機 器 な ど の 中 に 、 も し く は 単 に 室 内 の 開 放 面 上 に 置 か れ る だ け
で 、 そ の 内 部 に 認 め ら れ る 植 物 化 学 物 質 の 濃 度 に つ い て い え ば そ れ ら 野 菜 の 栄 養 含 量 の 大
部 分 が 失 わ れ る 。 「 植 物 化 学 物 質 」 と い う 用 語 は 、 植 物 の 二 次 代 謝 産 物 な ど の 、 ま た 植 物
中 に 天 然 に 存 在 す る こ と が 認 め ら れ う る 任 意 の 化 合 物 を 包 含 す る 。 上 記 の 植 物 化 学 物 質 は
、 例 え ば ビ タ ミ ン Cお よ び /ま た は Eと い っ た ビ タ ミ ン な ど の 抗 酸 化 物 質 、 シ ニ グ リ ン 、 ス
ル フ ォ ラ フ ァ ン 、 4-メ チ ル ス ル フ ィ ニ ル ブ チ ル グ ル コ シ ノ レ ー ト 、 お よ び /ま た は 3メ チ ル
-ス ル フ ィ ニ ル プ ロ ピ ル グ ル コ シ ノ レ ー ト 、 プ ロ ゴ イ ト リ ン 、 グ ル コ ブ ラ シ シ ン な ど の グ
ル コ シ ノ レ ー ト 、 イ ソ チ オ シ ア ン 酸 塩 、 イ ン ド ー ル (グ ル コ シ ノ レ ー ト 加 水 分 解 産 物 )、 グ
ル タ チ オ ン 、 β カ ロ チ ン 、 リ コ ピ ン 、 ル テ イ ン 、 ゼ ア キ サ ン チ ン な ど の キ サ ン ト フ ィ ル カ
ロ テ ノ イ ド な ど の カ ロ テ ノ イ ド 、 フ ラ ボ ノ ー ル (例 え ば 、 ケ ル セ チ ン 、 ル チ ン )、 フ ラ バ ン
/タ ン ニ ン (ク マ リ ン 、 プ ロ ア ン ト シ ア ニ ジ ン 、 カ テ キ ン 、 ア ン ト シ ア ニ ン な ど を 含 む プ ロ
シ ア ニ ジ ン な ど )、 フ ラ ボ ン (例 え ば 、 朝 鮮 ア ザ ミ 由 来 の ル テ オ リ ン )な ど の フ ラ ボ ノ イ ド
、 ク メ ス タ ン 、 リ グ ナ ン 、 レ ス ベ ラ ト ロ ル 、 イ ソ フ ラ ボ ン (例 え ば ゲ ニ ス テ イ ン )、 ダ イ ゼ
イ ン 、 グ リ シ テ イ ン な ど の 植 物 エ ス ト ロ ゲ ン を 含 む フ ェ ノ ー ル 類 、 リ ゾ ル シ ル 酸 ラ ク ト ン
類 、 有 機 硫 黄 化 合 物 、 フ ィ ト ス テ ロ ー ル 、 カ ル ノ ソ ー ル 、 ロ ー ズ マ リ ー 酸 、 グ リ シ ル リ ジ
ン 、 サ ポ ニ ン な ど の テ ル ペ ノ イ ド 、 ク ロ ロ フ ィ ル お よ び ク ロ ル フ ィ リ ン 、 糖 、 お よ び ア ン
ト シ ア ニ ン 、 バ ニ ラ な ど の 他 の 食 品 、 他 の 果 物 や 野 菜 の 風 味 、 テ ク ス チ ャ ー 変 性 剤 な ど を
含 む 。 特 定 の 植 物 化 学 物 質 の 抗 酸 化 に 関 す る 諸 特 性 に よ り 、 哺 乳 動 物 、 特 に ヒ ト に お け る
老 化 や 癌 、 心 臓 血 管 疾 患 な ど の 慢 性 疾 患 に 関 す る 影 響 に 対 し て 防 御 が 促 進 で き る こ と が 研
究 に よ り 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 植 物 化 学 物 質 は ヒ ト な ど の 哺 乳 動 物 に お い て 医 薬 品 化 合 物 そ の も の と し て さ ら に 寄 与 で
き る 。 す な わ ち そ れ 故 に 薬 学 的 に 活 性 な 誘 導 体 が 、 植 物 中 に 認 め ら れ 、 か つ 植 物 か ら 単 離
で き る 他 の 中 間 体 化 合 物 か ら 合 成 で き る 。 し た が っ て 、 実 質 上 医 薬 品 と し て は 不 活 性 で あ
り う る 「 植 物 化 学 物 質 」 に よ っ て 、 癌 な ど の 疾 患 の 治 療 の た め か つ /も し く は 疾 患 を 患 う
ヒ ト な ど の 哺 乳 動 物 に お け る 疼 痛 管 理 に お い て 、 作 用 物 質 の 合 成 を 意 図 し た 中 間 体 の 提 供
ま た は 存 在 に お け る 使 用 が 認 め ら れ る 場 合 が あ る 。 し た が っ て 、 本 明 細 書 に お け る 、 か つ
医 薬 品 と し て の 作 用 化 合 物 の 設 計 お よ び /ま た は 供 給 に お い て 有 用 で あ る こ と が 知 ら れ て
い る 「 植 物 化 学 物 質 」 の 定 義 下 に 該 当 す る 植 物 に お け る 化 学 物 質 は 、 カ サ ラ ン ツ ス ロ セ ウ
ス (Catharanthus roseus)由 来 の ビ ン ク リ ス チ ン お よ び ビ ン ブ ラ ス チ ン 、 米 国 特 許 第 56655
76号 に 記 載 さ れ た よ う な タ キ サ ン 、 例 え ば 、 ア メ ン ト タ ク サ ス (Amentotaxus)属 、 ア ウ ス
ト ロ タ ク サ ス (Austrotaxus)属 、 シ ュ ー ド タ ク サ ス (Pseudotaxus) 属 、 ト レ ヤ (Torreya) 
属 お よ び 、 例 え ば 、 T.ブ レ ビ フ ォ リ ア (brevifolia)、 T.バ ッ カ タ (Baccata)、 T.xメ デ ィ ア
(media)(例 え ば 、 タ ク サ ス メ デ ィ ア ヒ ッ ク シ イ (Taxus media hicksii)、 タ ク サ ス エ ッ ク
ス メ デ ィ ア レ ー ダ ー (Taxus x media Rehder))、 T. ワ リ チ ア ナ (wallichiana)、 T.カ ナ デ
ン シ ス (Canadensis)、 T.ク ス ピ ダ ー タ (cuspidata)、 T.フ ロ リ ジ ア ナ (floridiana)、 T.セ
レ ビ カ (celebica)、 T.xフ ン ネ ウ ェ リ ア ナ (hunnewelliana)、 T.カ ナ デ ン シ ス (Canadensis)
な ど の タ ク サ ス 属 の 植 物 由 来 の タ ク サ ス (taxus) 属 植 物 な ど の イ チ イ 科 (Taxaceae)植 物 由
来 の タ ク ソ ー ル (パ ク リ タ キ セ ル )、 バ ッ カ チ ン III、 10-デ サ セ チ ル バ ッ カ チ ン III、 10-デ
サ セ チ ル タ ク ソ ー ル 、 キ シ ロ シ ル タ ク ソ ー ル 、 7-エ ピ タ ク ソ ー ル 、 7-エ ピ バ ッ カ チ ン III
、 10-デ サ セ チ ル セ フ ァ ロ マ ニ ン 、 7-エ ピ セ フ ァ ロ マ ニ ン 、 タ ク ソ テ ー ル 、 セ フ ァ ロ マ ニ
ン 、 キ シ ロ シ ル セ フ ァ ロ マ ニ ン 、 タ キ サ ジ フ ィ ン 、 8-ベ ン ゾ イ ル オ キ シ タ キ サ ギ フ ィ ン 、
9-ア セ チ ル オ キ シ タ ク ス シ ン 、 9-ヒ ド ロ キ シ タ ク ス シ ン 、 タ イ ワ ン キ サ ム 、 タ キ サ ン Ia、
タ キ サ ン Ib、 タ キ サ ン Ic、 タ キ サ ン Id、 GMPパ ク リ タ キ セ ル 、 9-ジ ヒ ド ロ 13-ア セ チ ル バ ッ
カ チ ン III、 10-デ サ セ チ ル -7-エ ピ タ ク ソ ー ル 、 お よ び カ ナ ビ ス サ テ ィ バ (Cannabis sativ
a)、 カ ナ ビ ス イ ン デ ィ カ (Cannabis indica)、 カ ナ ビ ス ル デ ラ リ ス (Cannabis ruderalis)
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な ど の 大 麻 植 物 由 来 の テ ト ラ ヒ ド ロ カ ナ ビ ノ ー ル (THC)と カ ン ナ ビ ジ オ ー ル (CBD)、 な ら び
に ゲ ニ ス テ イ ン 、 ダ イ ゼ イ ン 、 コ デ イ ン 、 モ ル ヒ ネ 、 キ ニ ー ネ 、 シ コ ニ ン 、 ア ジ マ リ シ ン
、 サ ー ペ ン タ イ ン な ど の 他 の 医 薬 品 を 含 む 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 Kuhn、 D.N.ら (1984年 ) Proc. Natl. Acad.Sci.、 USA、 81、 1102～ 1106
頁
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～ 1567頁
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【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 白 色 光 を 構 成 す る 波 長 か ら 選 択 さ れ る 特 定 波 長 を ク ロ ロ フ ィ ル を 含 む 緑 色 植 物 器 官 も し
く は 植 物 細 胞 な ど の 収 集 さ れ た 植 物 材 料 上 に 暴 露 す る か ま た は 方 向 づ け る こ と に よ り 、 そ
れ ら の 中 の 植 物 化 学 物 質 濃 度 が 一 時 的 に 上 昇 可 能 で あ る こ と が 現 在 で は 観 察 さ れ て い る 。
か か る 植 物 化 学 物 質 は 、 本 明 細 書 に お い て 記 載 の 二 次 代 謝 産 物 お よ び 本 明 細 書 に お い て 示
唆 さ れ る よ う に 医 薬 品 と し て 使 用 す る た め の 他 の 植 物 化 学 物 質 を 含 む 。 そ の 結 果 、 所 望 の
植 物 に お け る 例 え ば 抗 酸 化 物 質 と い っ た 植 物 二 次 代 謝 産 物 な ど の 植 物 化 学 物 質 の 濃 度 は 、
か な り 短 時 間 で 冷 光 内 す な わ ち 可 視 光 内 に 認 め ら れ る 波 長 す な わ ち 帯 域 か ら 選 択 さ れ る 光
の 波 長 を 適 用 す る だ け で 収 集 さ れ た 植 物 材 料 内 で 上 昇 で き る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 ク ロ ロ フ ィ ル を 含 む 植 物 細 胞 内 ま た は ク ロ ロ フ ィ ル を 含 む 植 物 組 織 内
に 存 在 す る 少 な く と も 1種 の 植 物 化 学 物 質 の 濃 度 を 、 該 植 物 細 胞 ま た は 該 植 物 組 織 に 400nm
か ら 700nmの 波 長 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 1種 の 波 長 の 光 を 照 射 す る こ と に よ っ て 変
更 す る 方 法 が 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 用 い ら れ る 光 の 波 長 は 、 単 一 の 波 長 ま た は 400nmか ら 700nmの 範 囲 内 で 選 択 さ れ る 少 な く
と も 2種 の 波 長 の 組 み 合 わ せ で あ っ て も よ く 、 い ず れ に し て も 植 物 細 胞 ま た は 植 物 組 織 に
お い て 認 め ら れ る 植 物 化 学 物 質 の 濃 度 を 変 更 す る 、 典 型 的 に は 適 切 な 時 間 間 隔 に わ た っ て
お よ び 適 切 な 光 度 に お い て 暴 露 す る 際 に こ れ ら の 中 に 含 有 さ れ る 植 物 化 学 物 質 の 濃 度 を 上
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昇 さ せ る 能 力 が あ る 。 し た が っ て 、 当 業 者 で あ れ ば 、 本 発 明 の 方 法 に よ る と 、 収 穫 さ れ た
野 菜 、 緑 の 葉 の 物 質 ま た は 例 え ば ヒ メ ツ リ ガ ネ ゴ ケ (Physcomitrella patens)細 胞 と い っ
た コ ケ 細 胞 な ど の 緑 色 植 物 細 胞 培 養 物 な ど の 植 物 材 料 に 対 し て 本 発 明 で 用 い ら れ る 光 の 波
長 が 構 成 す る の は 、 白 色 光 を 形 成 す る 光 の す べ て の 波 長 で は な く 、 選 択 さ れ た 波 長 で あ る
こ と を 認 識 す る で あ ろ う 。 さ ら に 、 本 発 明 で 用 い ら れ る 光 の 1種 ま た は 複 数 種 の 波 長 は 、
い わ ゆ る 「 冷 光 」 の 波 長 か ら 選 択 さ れ る 、 す な わ ち 本 発 明 で 用 い ら れ る 光 は UV波 長 を 含 ま
ず 、 か つ 赤 外 線 波 長 を 構 成 す る こ と な く 、 い ず れ の 形 態 も 使 用 に 際 し て 潜 在 的 に 危 険 を 伴
う こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 用 い ら れ る 光 の 波 長 す な わ ち 帯
域 は 、 設 計 や こ の 場 合 の 植 物 化 学 物 質 に 応 じ て 、 420nmか ら 700nm、 好 ま し く は 450nmか ら 7
00nmの 範 囲 内 、 ま た は こ れ ら 範 囲 内 に お け る 光 の 波 長 の い ず れ か の 組 み 合 わ せ の 中 に あ る
。 植 物 組 織 内 の 特 定 の 植 物 化 学 物 質 の 濃 度 に 影 響 を 与 え る こ と が 認 め ら れ て い る 適 切 な 波
長 の 組 み 合 わ せ は 、 420nm～ 700nmで あ り 、 上 方 か ら す な わ ち 葉 の 腹 側 に 向 け て 最 大 2000μ
M/m 2 /s - 1 の 容 量 を 伴 い 、 側 面 お よ び 背 側 (裏 面 )か ら で 最 大 700nmで あ る 。 例 え ば 、 650nm～
700nm で は 600μ M/m - 2 /s - 1 の 容 量 を 伴 い 、 ま た は こ れ ら の 波 長 の う ち の 2も し く は 3種 類 の
波 長 の 任 意 の 組 み 合 わ せ に お け る 時 間 は 、 設 計 、 光 度 お よ び 用 い ら れ る 植 物 材 料 に 応 じ て
最 大 で 180分 以 上 に 及 ぶ 。 可 視 ス ペ ク ト ル の 赤 色 部 お よ び /ま た は 青 色 部 に お い て 認 め ら れ
る 1種 の 波 長 ま た は 複 数 種 を 組 み 合 わ せ た 波 長 の 光 は 、 光 合 成 能 を 有 す る 1個 ま た は 複 数 個
の 植 物 細 胞 か ら な る 植 物 組 織 内 部 の 植 物 化 学 物 質 の 濃 度 を 変 更 す る の に 特 に 適 す る よ う に
見 え る こ と は 現 在 認 め ら れ て い る 。 赤 色 波 長 は 、 600nm～ 700nm、 好 ま し く は 620nm～ 690nm
、 よ り 好 ま し く は 625nm～ 680nmの 範 囲 内 、 お よ び 一 般 に は 約 650nm+/-15nmの 波 長 か ら 選 択
で き る 。 青 色 光 の 波 長 は 、 典 型 的 に は 420nm～ 490nm、 好 ま し く は 430nm～ 470nm、 よ り 好 ま
し く は 435nm～ 465nmの 範 囲 内 、 お よ び 一 般 に は 約 450nm+/-15nmの 波 長 か ら 選 択 さ れ る 。 任
意 の 所 定 の エ ネ ル ギ ー 比 に お け る 赤 色 光 ま た は 青 色 光 ま た は 赤 色 光 と 青 色 光 の 両 方 の 組 み
合 わ せ は 、 本 発 明 の 方 法 に お い て 利 用 で き る 。 例 え ば 、 青 色 光 :赤 色 光 の エ ネ ル ギ ー 比 率
は 、 7:1か ら 1:7、 6:1か ら 1:6、 5:1か ら 1:5な ど 、 5:2か ら 2:5、 5:3か ら 3:5、 ま た は 5:4か
ら 4:5な ど の 範 囲 内 か ら 選 択 で き る 。 他 の 青 色 光 :赤 色 光 の 比 率 は 、 4:1か ら 1:4、 3:1か ら 1
:3、 2:1か ら 1:2、 1:1お よ び 設 計 に 応 じ た こ れ ら の 範 囲 内 の 任 意 の 組 み 合 わ せ な ど の 範 囲
内 か ら 選 択 で き る 。 実 際 の 赤 色 光 、 青 色 光 ま た は 青 色 光 :赤 色 光 ま た は 赤 色 :青 色 光 の 選 択
さ れ る エ ネ ル ギ ー 比 率 は 、 種 、 植 物 器 官 の 年 齢 、 こ の 場 合 の 植 物 化 学 物 質 お よ び 設 計 に 左
右 さ れ る 場 合 が あ る 。 典 型 的 に は 、 青 色 光 に 対 す る エ ネ ル ギ ー の 1単 位 は 、 約 50～ 150μ M/
m - 2 /s - 1 +/-30μ M/m - 2 /s - 1 、 例 え ば 100μ M/m - 2 /s - 1 +/-30μ M/ m - 2 /s - 1 で あ る 。 典 型 的 に は
、 赤 色 光 に 対 す る エ ネ ル ギ ー の 1単 位 は 、 約 50～ 100μ M/m - 2 /s - 1 +/-10μ M/m - 2 /s - 1 、 例 え
ば 75μ M/m - 2 /s - 1 +/-10μ M/m - 2 /s - 1 で あ る 。 上 記 の 値 お よ び 近 似 値 か ら 、 葉 の 表 面 な ど の
植 物 材 料 の 上 に 照 射 さ れ る 、 例 え ば 単 独 使 用 の 場 合 の 赤 色 光 、 単 独 使 用 の 場 合 の 青 色 光 、
ま た は 青 色 光 :赤 色 光 の 比 率 に お け る 併 用 の 場 合 の 青 色 光 お よ び 赤 色 光 に お け る 光 度 は 算
出 可 能 で あ る 。 当 然 の こ と な が ら 、 当 業 者 で あ れ ば 、 利 用 さ れ る 植 物 細 胞 ま た は 植 物 組 織
に 応 じ て 、 植 物 細 胞 ま た は 組 織 が 本 明 細 書 に お い て 略 述 さ れ る 波 長 の 光 に 暴 露 さ れ る 時 間
の 長 さ は 設 計 に 伴 い 変 化 す る こ と を 認 識 す る で あ ろ う 。 適 切 な こ と に 、 観 察 さ れ る べ き 植
物 化 学 物 質 の 濃 度 に 対 す る 効 果 に お い て 、 植 物 細 胞 ま た は 植 物 組 織 が 本 発 明 に お い て 用 い
ら れ る 波 長 に 暴 露 可 能 な 時 間 の 長 さ は 、 最 大 で 180分 の 範 囲 内 に あ る 。 好 ま し く は 、 暴 露
は 最 大 で 100分 で あ る 。 よ り 好 ま し く は 、 暴 露 は 最 大 で 60分 で あ り 、 さ ら に 好 ま し く は 最
大 で 45分 で あ る 。 さ ら に よ り 好
ま し く は 、 暴 露 は 最 大 で 30分 で あ り 、 さ ら に よ り 好 ま し く は 5分 か ら 15分 で あ る 。 典 型 的
に は 、 植 物 化 学 物 質 濃 度 は 、 本 明 細 書 で 示 唆 さ れ る よ う な 短 い 時 間 間 隔 に わ た り 植 物 組 織
ま た は 植 物 細 胞 培 養 物 へ 光 を 適 用 す る 際 に 上 昇 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 さ ら な る 局 面 で は 、 本 発 明 は 、 本 明 細 書 に お い て 略 述 さ れ る 波 長 の 光 へ の 暴 露 す な わ ち
こ れ に よ る 照 射 に 応 答 可 能 な 任 意 の 植 物 組 織 に お い て 利 用 で き る 。 好 ま し く は 、 植 物 組 織
は 光 合 成 能 を 有 す る 組 織 を 含 む 。 本 発 明 の 方 法 に お い て 使 用 で き る 植 物 材 料 は 、 例 え ば エ
ン ド ウ 豆 、 グ リ ー ン ビ ー ン ズ 、 ホ ウ レ ン ソ ウ と い っ た す べ て の 緑 色 野 菜 お よ び 緑 の 種 、 ブ
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ロ ッ コ リ 、 白 菜 、 緑 キ ャ ベ ツ 、 赤 キ ャ ベ ツ 、 も や し 、 コ ー ル ラ ビ 、 カ リ フ ラ ワ ー 、 白 キ ャ
ベ ツ な ど の ブ ラ シ カ オ レ ラ シ ア (Brassica oleracea)由 来 の 種 、 な ら び に 本 明 細 書 に お い
て 記 載 さ れ る 400nmか ら 700nmの 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 光 の 波 長 に 応 答 で き る 、 例 え ば ク ロ ロ
フ ィ ル 、 緑 の 茎 、 萼 、 葉 な ど を 含 む 細 胞 と い っ た 緑 色 植 物 材 料 な ど の す べ て の 植 物 材 料 を
含 む 。 本 発 明 の 方 法 に よ っ て 処 理 で き る 他 の 植 物 材 料 は 、 本 明 細 書 で 記 載 の イ チ イ 科 、 茶
の 葉 、 な ら び に ヒ メ ツ リ ガ ネ ゴ ケ (Physcomitrella patens)由 来 の コ ケ 細 胞 お よ び 組 織 (例
え ば 原 糸 体 )な ど の バ イ オ リ ア ク タ ー 内 の 植 物 細 胞 培 養 物 お よ び 例 え ば カ ル ス 細 胞 培 養 物
、 レ ム ノ ス ポ ラ 種 の 培 養 物 、 藻 ま た は さ ら に 体 細 胞 胚 集 団 と い っ た 他 の 植 物 細 胞 培 養 物 の
中 で 生 育 さ れ る 細 胞 に 関 す る 植 物 な ど の 非 植 物 資 源 由 来 の 緑 色 針 葉 な ど の 緑 色 材 料 で あ っ
て も よ い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 さ ら な る 実 施 形 態 で は 、 生 き た 植 物 細 胞 ま た は 植 物 組 織 を 人 工 光 源 か ら の 冷 光 に 認 め ら
れ る 波 長 の 光 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 1種 の 波 長 の 光 に 暴 露 さ せ る こ と に よ り 、 あ る 環
境 に お け る 該 植 物 細 胞 ま た は 組 織 の 中 の 植 物 化 学 物 質 の 含 量 を 上 昇 さ せ る 方 法 が 提 供 さ れ
る 。 当 然 の こ と な が ら 、 当 業 者 で あ れ ば 、 収 集 さ れ た 組 織 は 本 発 明 の 範 囲 内 に あ る も の と
し て 、 本 明 細 書 に お い て 記 載 さ れ る 、 白 色 光 は 植 物 細 胞 ま た は 植 物 組 織 に お け る 植 物 化 学
物 質 の 特 性 を 変 更 す る 光 に お い て 選 択 さ れ る 1種 も し く は 複 数 種 の 波 長 に 富 む こ と を 認 識
す る で あ ろ う 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 こ の 場 合 の 植 物 組 織 は 、 白 色 光 と 赤 色 光 の 組 み 合
わ せ 、 赤 色 光 自 体 、 赤 色 光 と 青 色 光 の 組 み 合 わ せ 、 赤 色 光 、 青 色 光 お よ び 白 色 光 、 青 色 光
な ど で 満 た さ れ た 青 色 光 ま た は 白 色 光 な ど の 、 420nm～ 700nmの 波 長 範 囲 か ら 選 択 さ れ る 複
数 の 波 長 か ら な る 光 に 暴 露 さ れ る 。 好 ま し く は 、 光 源 の 組 み 合 わ せ に は 、 600nm～ 700nm、
好 ま し く は 620nm～ 690nm、 よ り 好 ま し く は 625nm～ 680nmの 範 囲 内 、 お よ び 一 般 に は 約 650n
m+/-15nmに お け る 波 長 か ら 選 択 で き る 波 長 の 赤 色 光 が 含 ま れ る 。 青 色 光 の 波 長 は 、 通 常 は
420nm～ 490nm、 好 ま し く は 430nm～ 470nm、 よ り 好 ま し く は 435nm～ 465nmの 範 囲 内 、 お よ び
一 般 に は 約 450nm+/-15nmに お け る 波 長 か ら 選 択 さ れ る 。 本 明 細 書 に お い て 記 載 さ れ る 任 意
の 選 択 さ れ た エ ネ ル ギ ー 比 率 に お け る 赤 色 光 ま た は 青 色 光 ま た は 赤 色 光 と 青 色 光 の 両 方 の
組 み 合 わ せ ま た は 赤 色 お よ び /ま た は 青 色 光 と 白 色 光 の 組 み 合 わ せ は 、 本 発 明 の 方 法 に 利
用 で き る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 該 植 物 細 胞 ま た は 該 植 物 組 織 は カ バ ー 下 に 位 置 で き る
。 「 カ バ ー 下 」 と は 、 細 胞 ま た は 組 織 が 、 例 え ば 、 下 記 に 示 唆 さ れ る 、 凍 結 、 缶 詰 、 加 熱
処 理 ま た は 調 理 な ど の さ ら な る 加 工 に 先 立 つ 食 品 加 工 工 程 中 に 暴 露 さ れ る 場 合 に カ バ ー 下
に 位 置 す る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 さ ら な る 局 面 で は 、 カ バ ー 下 で 植 物 細 胞 ま た は 植 物 組 織 を 収 集 す る 方 法 が 提 供 さ れ 、 該
植 物 細 胞 ま た は 該 植 物 組 織 は 、 人 工 光 源 か ら の 冷 光 に 認 め ら れ る 波 長 の 光 か ら 選 択 さ れ る
少 な く と も 1種 類 の 波 長 の 光 に 暴 露 さ れ る
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 1つ の 局 面 と し て 、 本 発 明 に よ る 方 法 に よ っ て 入 手 可 能 で 、 か つ 本 発 明
の 方 法 に お い て 用 い ら れ る 波 長 の 光 に 暴 露 さ れ て い な い 植 物 材 料 ま た は 植 物 細 胞 と 比 較 し
た 場 合 に 、 変 更 さ れ た 植 物 化 学 物 質 濃 度 、 典 型 的 に は 上 昇 し た 植 物 化 学 物 質 濃 度 を 有 す る
収 集 さ れ た 植 物 材 料 ま た は 植 物 細 胞 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 「 カ バ ー 」 は 、 一 般 用 語 と し て 理 解 さ れ る べ き で あ り 、 植 物 材 料 ま た は 植 物 細 胞 が 配 置
で き る 容 器 、 例 え ば 所 定 の 時 間 間 隔 に わ た っ て 要 求 時 に 作 動 可 能 な 内 蔵 光 源 を 含 む 冷 蔵 庫
ユ ニ ッ ト な ど の 内 蔵 光 源 を 具 備 す る 閉 じ た 容 器 を 意 味 す る よ う に 解 釈 し て も よ い 。 し た が
っ て 、 本 発 明 の 1つ の 局 面 と し て 、 本 明 細 書 に 記 載 の 光 の 波 長 か ら 選 択 さ れ る 光 を 放 射 で
き る 光 源 を 含 む 従 来 式 冷 蔵 庫 な ど の 冷 却 手 段 が 提 供 さ れ る 。 あ る い は 、 「 カ バ ー 下 」 は 、
収 集 さ れ た 植 物 材 料 が 、 植 物 材 料 の 缶 詰 、 凍 結 な ど の 加 工 処 理 過 程 に お け る 短 時 間 に お い
て 、 ま た は 例 え ば ピ ュ ー レ な ど の 缶 詰 用 も し く は ベ ビ ー フ ー ド 製 造 用 の 食 品 そ し て さ ら に
ス ー プ 、 野 菜 を ベ ー ス に し た ソ ー ス な ど の 加 工 食 品 に お け る 調 理 の 直 前 に お い て 、 適 当 な
1種 ま た は 複 数 種 の 波 長 の 光 を 生 成 す る 1つ あ る い は 複 数 の 光 源 に 暴 露 さ れ る 場 所 で あ る 加
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工 工 場 を 意 味 す る も の と し て 解 釈 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 し た が っ て 、 さ ら な る 本 発 明 の 局 面 と し て 、 人 工 光 源 か ら の 冷 光 に 認 め ら れ る 波 長 の 光
か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 1種 の 波 長 の 光 を 生 き た 植 物 細 胞 に 照 射 す る こ と を 含 む 食 品 加
工 法 に よ っ て 得 ら れ る 加 工 食 品 が 提 供 さ れ る 。 適 切 な 光 の 波 長 は 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る
波 長 で あ り 、 そ し て こ れ ら は 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 適 切 で 所 定 の 時 間 間 隔 の 間 に 適 用 さ れ
る 。 本 発 明 の さ ら な る 局 面 は 、 生 き た 植 物 細 胞 を 人 工 光 源 か ら の 冷 光 に 認 め ら れ る 波 長 の
光 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 1種 の 波 長 の 光 に 暴 露 さ せ る こ と を 含 む 食 品 加 工 法 を 提 供 す
る 。 典 型 的 に は 、 1種 も し く は 複 数 種 の 波 長 の 光 は 、 本 明 細 書 に 記 載 の よ う に 420nm～ 700n
mの 範 囲 か ら 選 択 さ れ 、 暴 露 さ れ た 植 物 細 胞 お よ び /ま た は 収 集 さ れ た 植 物 組 織 に お け る 植
物 化 学 物 質 の 特 性 を 変 更 す る の に 十 分 な 所 定 の 時 間 に わ た り 適 用 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 「 植 物 細 胞 」 は 、 本 発 明 の 目 的 と し て 本 明 細 書 内 の 「 植 物 化 学 物 質 」 の 定 義 の 中 に 含 め
ら れ 、 か つ 植 物 器 官 を 形 成 す る 上 記 の 植 物 細 胞 が 切 断 さ れ る か 収 集 さ れ る 際 に ヒ ト の 嗅 覚
に よ っ て 検 出 で き る 揮 発 性 植 物 化 学 物 質 の 存 在 に 起 因 し て 芳 香 族 性 を 示 す 植 物 器 官 ま た は
組 織 を さ ら に 含 む 。 上 記 の 植 物 は 、 例 え ば 切 断 さ れ た 葉 由 来 の カ ッ ト ハ ー ブ の 場 合 に は 自
然 に 芳 香 族 性 を 示 す こ と が あ る 。 植 物 細 胞 、 組 織 ま た は 器 官 は 、 広 葉 樹 の ハ ー ブ な ど の シ
ソ 科 の 一 員 を 含 む 。 広 葉 樹 の ハ ー ブ の 適 切 な 例 と し て 、 バ ジ ル 、 オ レ ガ ノ 、 セ ー ジ 、 コ リ
ア ン ダ ー 、 デ ィ ル 、 マ ジ ョ ラ ム 、 タ イ ム な ど が 挙 げ ら れ る 。 本 発 明 に よ っ て 処 理 さ れ る と
効 果 を 発 揮 し う る カ ッ ト ハ ー ブ な ど の 他 の ハ ー ブ と し て 、 エ ゾ ネ ギ 、 ニ ン ニ ク 、 ベ イ リ ー
フ 、 レ モ ン バ ー ム 、 ミ ン ト 、 ラ ベ ン ダ ー 、 パ セ リ 、 ブ ロ ン ズ フ ェ ン ネ ル や コ モ ン フ ェ ン ネ
ル な ど の フ ェ ン ネ ル な ど が 挙 げ ら れ る 。 本 発 明 が 適 用 で き る コ モ ン ハ ー ブ の よ り 完 全 な リ
ス ト は 、 Taylors Guide to Herbs 1995、 Eds. Buchanan R. & Tenebaum F. Houghton Mif
flin Co. New York (こ こ で 参 照 さ れ る 手 引 書 の 教 示 内 容 は 本 明 細 書 に よ っ て 本 明 細 書 の
教 示 内 容 中 に 援 用 さ れ る )に 認 め ら れ る 。 当 然 な が ら 、 当 業 者 で あ れ ば 、 該 植 物 細 胞 ま た
は 該 植 物 器 官 は 、 本 発 明 に 従 っ て 光 に 暴 露 さ れ る 際 に は 生 存 し 、 冷 光 に 誘 導 さ れ る 光 刺 激
の 適 用 に 応 答 で き る こ と を 認 識 す る で あ ろ う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 植 物 細 胞 ま た は 植 物 器 官 は 、 収 集 さ れ た 植 物 細 胞 ま た は 組 織 が 本 明 細 書 内 で 略 述 さ れ た
波 長 お よ び 持 続 時 間 を 有 す る 光 の 適 用 に 応 答 で き る 限 り 、 成 長 の 任 意 の ス テ ー ジ で 収 集 で
き る 。 好 ま し い 実 施 形 態 で は 、 収 穫 さ れ た 広 葉 樹 の ハ ー ブ の 植 物 細 胞 ま た は 組 織 は 、 3か
ら 4葉 期 に お け る 本 発 明 に お い て 、 か つ 最 も 好 ま し く は バ ジ ル 、 5葉 期 な ど の 料 理 用 ハ ー ブ
の 場 合 に 用 い ら れ る 光 の 波 長 に 暴 露 で き る 。 料 理 用 ハ ー ブ や 緑 色 野 菜 な ど の 植 物 細 胞 お よ
び /ま た は 組 織 は 、 加 工 (例 え ば 、 凍 結 乾 燥 、 ソ ー ス 、 ス ー プ 、 缶 詰 製 品 な ど の 加 工 食 品 へ
の 添 加 )直 前 に 、 す な わ ち 例 え ば 乾 燥 さ せ た ハ ー ブ と し て 加 工 す る の に 上 記 植 物 か ら の 切
片 の 収 穫 お よ び /ま た は 若 い 植 物 の 準 備 の 後 に 、 本 明 細 書 で 記 載 さ れ る よ う に 暴 露 さ れ る
場 合 に 最 も 有 用 で あ る 。 収 穫 直 後 に 短 時 間 に わ た り 、 本 明 細 書 で 略 述 さ れ る よ う に 光 で 処
理 さ れ た 乾 燥 さ せ た ハ ー ブ 、 特 に 5葉 期 で 測 定 さ れ た も の は 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る よ う
に 、 光 に 暴 露 さ れ な い 対 照 と 比 較 し て 、 芳 香 族 性 の 亢 進 を 示 す よ う に 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 人 工 光 源 は 、 発 光 ダ イ オ ー ド ま た は さ ら に 所 望 の 1種 も し く は 複 数 種 の 波 長 の 光 を 通 過
さ せ る フ ィ ル タ を 含 む 白 色 光 源 な ど の 任 意 の 適 切 な 従 来 式 光 源 で あ り う る 。 使 用 さ れ る 光
エ ネ ル ギ ー は 、 光 化 学 系 II反 応 中 心 で 酸 素 の 発 生 に 影 響 を 与 え る 、 例 え ば そ れ を 誘 発 す る
ま た は 飽 和 さ せ る の に 、 か つ /ま た は 一 時 的 な 光 酸 化 ス ト レ ス お よ び /ま た は 適 度 な 光 合 成
電 子 伝 達 阻 害 を 誘 発 す る す な わ ち 開 始 さ せ る の に 十 分 で あ る と い う 条 件 で 、 光 源 は 収 集 さ
れ た 材 料 か ら い く ら か 距 離 を 設 け て 配 置 で き る 。 光 エ ネ ル ギ ー お よ び 光 組 成 の 最 適 化 は 、
(例 え ば Hansatech Instruments Ltd.、 King's Lynn、 英 国 の 使 用 説 明 書 お よ び ソ フ ト ウ ェ
ア に 準 じ る )従 来 の 方 法 は 、 例 え ば 酸 素 の 発 生 お よ び ク ロ ロ フ ィ ル の 蛍 光 を 監 視 す る こ と
に よ っ て 実 施 で き る 。 収 集 さ れ た 植 物 材 料 の 二 乗 単 位 (例 え ば cm 2 、 m 2 な ど )当 た り の 照 射
量 を 最 大 に さ せ る 位 置 に 光 源 を 位 置 さ せ る こ と が 好 ま し い 。 カ バ ー 面 積 の 大 き さ 、 例 え ば
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加 工 工 場 内 の 加 工 区 域 領 域 あ る い は 冷 蔵 庫 ま た は 電 子 レ ン ジ も し く は マ グ ネ ト ロ ン な ど の
他 の 容 器 の 大 き さ に 適 切 に 依 存 し 、 例 え ば 本 明 細 書 に お い て 示 さ れ る お よ び 本 明 細 書 に お
い て 記 載 さ れ る 計 時 手 段 の 搭 載 や そ れ に よ り 複 数 種 の 波 長 の 光 を 放 射 す る こ と に よ っ て 手
動 も し く は 自 動 で 稼 動 で き る 適 切 な 光 源 が 備 わ っ て い る 。 あ る い は 、 特 に 植 物 器 官 ま た は
細 胞 を 本 明 細 書 に 記 載 の 波 長 の 光 に 暴 露 す る よ う に 専 用 設 計 さ れ た 独 特 な 容 器 を 利 用 し て
も よ い 。 さ ら な る 代 替 案 で は 、 光 源 の 数 は 、 例 え ば 食 品 加 工 工 場 の 環 境 で 直 列 に か つ /ま
た は 並 列 に 配 置 さ れ た 光 源 全 体 に 相 当 す る 「 電 池 」 に 対 し て わ ず か 1個 で あ っ て も よ い 。
こ の 場 合 、 本 明 細 書 に 記 載 の 波 長 の 光 に 対 す る 植 物 材 料 の 暴 露 を 有 効 に す る こ と で 、 こ れ
ら の 中 に 認 め ら れ る 植 物 化 学 物 質 濃 度 が 大 幅 に 変 更 さ れ る 、 好 ま し く は 所 望 の 植 物 化 学 物
質 の 増 大 を 招 く よ う な 様 式 で 、 各 光 源 は 互 い に 適 切 な 間 隔 で 適 切 に 離 し て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら な る 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 植 物 細 胞 ま た は カ バ ー 下 で 収 集 さ れ た 植 物 組 織 を 加 工
す る 方 法 に お い て 、 人 工 光 源 か ら の 冷 光 に 認 め ら れ る 波 長 の 光 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も
1種 の 波 長 の 使 用 に つ い て 提 供 さ れ る 。 好 ま し く は 、 該 波 長 は 、 420nm～ 700nmの 範 囲 内 に
認 め ら れ る お よ び 本 明 細 書 に お い て 記 載 さ れ る 光 の 波 長 か ら 選 択 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら な る 実 施 形 態 で は 、 収 集 さ れ た 生 き た 植 物 材 料 内 の 植 物 化 学 物 質 の 含 量 を 増 大 さ せ
る た め の 方 法 に お い て 、 冷 光 に 認 め ら れ る 波 長 の 光 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 1種 の 波 長
の 使 用 に つ い て 提 供 さ れ る 。 好 ま し く は 、 該 植 物 材 料 は カ バ ー 下 に 位 置 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら な る 本 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 冷 凍 野 菜 (例 え ば ブ ラ シ カ (Brassica)種 由 来 の ホ ウ レ
ン ソ ウ も し く は 植 物 器 官 )ま た は 種 (例 え ば エ ン ド ウ 豆 )、 例 え ば 精 肉 、 魚 お よ び 鶏 肉 の 料
理 用 ソ ー ス と い っ た 瓶 詰 ま た は 缶 詰 の 香 辛 料 、 例 え ば タ プ ナ ー ド と い っ た 香 味 、 サ ラ ダ 用
ド レ ッ シ ン グ 、 オ リ ー ブ 油 、 ひ ま わ り 油 な ど の 食 用 油 、 ス ー プ 、 パ ス タ 、 チ ー ズ な ど の ヒ
ト 用 食 材 の 製 造 に お い て 冷 光 に 認 め ら れ る 波 長 の 光 か ら 選 択 さ れ る 少 な く と も 1種 の 波 長
に 暴 露 さ れ る 植 物 器 官 の 使 用 に つ い て 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の さ ら な る 局 面 に よ る と 、 前 記 局 面 の い ず れ か に 準 ず る 方 法 を 実 施 す る た め の 装
置 が 提 供 さ れ る 。 該 装 置 は 、 複 数 の 方 向 か ら 光 へ の 暴 露 を 可 能 に す る た め の 上 記 の 様 式 お
よ び 位 置 に お い て 植 物 材 料 を 内 部 で 支 持 す る た め に チ ャ ン バ ー 内 に 配 置 さ れ る 暴 露 チ ャ ン
バ 、 支 持 手 段 を 定 め る 囲 い 、 な ら び に 少 な く と も 1種 の 所 定 の 波 長 の 光 を 生 成 し か つ 生 成
さ れ た 光 を 支 持 さ れ た 植 物 材 料 に 所 定 の 時 間 か つ 複 数 の 方 向 か ら 適 用 す る 、 お よ び 2つ 以
上 の 側 面 か ら の 光 に 対 し て 材 料 の 暴 露 を 可 能 に す る 光 生 成 お よ び 適 用 手 段 を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 囲 い は 、 好 ま し く は 、 例 え ば そ の 部 位 の 少 な く と も 一 部 は 閉 鎖 さ れ る 立 方 形 と い っ た 任
意 の 適 切 な 容 量 を 有 す る ハ ウ ジ ン グ 形 態 を と る 。 上 記 ハ ウ ジ ン グ は 、 例 え ば 概 念 的 に は 電
子 レ ン ジ に 類 似 す る 屋 内 使 用 に 適 合 す る 比 較 的 小 規 模 な ベ ン チ ト ッ プ 式 家 電 機 器 の 種 類 か
ら 、 例 え ば レ ス ト ラ ン な ど の 市 販 食 品 の 調 理 施 設 に お け る 使 用 に 適 す る 中 規 模 な 機 器 、 そ
し て 食 品 加 工 工 場 な ど の 産 業 的 背 景 に お け る バ ル ク 材 料 処 理 に 適 す る 大 規 模 な 設 備 に ま で
及 ぶ 可 能 性 が あ る 。 大 規 模 な 応 用 の 場 合 、 囲 い は 、 壁 、 床 お よ び 天 井 に よ っ て 結 合 さ れ る
構 造 の 形 態 を と っ て も よ く 、 少 な く と も こ れ ら の 一 部 は 、 構 造 物 の 一 体 型 ま た は は め 込 み
式 で あ る 内 部 要 素 に よ っ て 提 供 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 囲 い に よ っ て 定 め ら れ る 暴 露 チ ャ ン バ は 、 同 様 に 任 意 の 適 切 な 容 積 を 有 す る こ と が で き
る が 、 好 ま し く は あ ま り に 寸 法 化 さ れ る た め に 、 少 な く と も ほ と ん ど の 方 向 に お け る 光 路
長 は 、 所 定 の 光 度 へ の 材 料 の 暴 露 を 、 光 生 成 お よ び 適 用 手 段 の エ ネ ル ギ ー を 操 作 す る 場 合
の 所 定 の 最 小 限 の 費 用 で 可 能 に す る 。 し た が っ て 、 囲 い は 、 支 持 さ れ る 植 物 材 料 に 至 る ま
で あ ら ゆ る 意 図 し た 方 向 に 導 か れ る 光 路 を 収 容 す る た め に 十 分 に 大 規 模 で あ る 可 能 性 が あ
る が 、 好 ま し く は 、 必 要 な 光 度 の 適 用 を 確 実 に す る の に 必 要 と さ れ る 、 過 剰 な エ ネ ル ギ ー
消 費 に よ っ て 光 路 が 長 く な る ほ ど 大 規 模 で な い 。
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【 ０ ０ ２ ６ 】
　 好 ま し く は 、 材 料 領 域 の 所 定 の 最 小 限 の 部 分 に わ た っ て 光 に 暴 露 す る 場 合 に 材 料 の い く
つ か の 側 面 に 光 が 到 達 で き る よ う に 支 持 手 段 が 配 置 さ れ る 。 基 本 的 な 形 態 で は 、 そ れ は 上
部 に 植 物 材 料 が 配 置 で き る 表 面 を 形 成 す る 棚 な ど の 部 材 を 含 む こ と が で き る 。 そ の 場 合 の
部 材 は 、 ガ ラ ス も し く は ク リ ア プ ラ ス チ ッ ク な ど の 透 明 材 料 の 使 用 に よ っ て も 、 ま た は 例
え ば 格 子 、 メ ッ シ ュ も し く は 開 口 部 を 備 え た 板 と い っ た 光 路 開 口 部 を 具 備 す る 、 例 え ば 本
質 的 に 不 透 明 な 材 料 も し く は 不 透 明 材 料 か ら 作 ら れ る 構 造 物 に よ っ て も 光 透 過 性 が あ る 必
要 が あ る 。 植 物 材 料 の 種 類 に よ っ て 支 持 手 段 が 、 例 え ば 、 安 定 な 形 態 で あ れ ば 材 料 の 末 端
部 の 下 に 係 合 可 能 な ス ト リ ッ プ 、 材 料 を 固 定 し て か つ 引 き 伸 ば す も し く は 懸 垂 さ せ る た め
の ク ラ ン プ も し く は ク リ ッ プ 、 材 料 を 点 状 に 支 持 す る も し く は さ ら に 材 料 を 串 刺 し に す る
た め の 1個 ま た は 複 数 個 の ピ ン 、 ま た は 材 料 、 特 に 束 ね て い な い 材 料 の 受 け 皿 に な る (透 明
で あ ろ う と せ ん 孔 さ れ て あ ろ う と )容 器 と い っ た と い っ た 他 の 形 態 を と る 可 能 性 が 等 し く
存 在 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 さ ら に 、 支 持 手 段 は 、 植 物 材 料 が 固 定 位 置 で チ ャ ン バ ー 内 に 備 わ っ て い る か ま た は チ ャ
ン バ ー を 貫 通 し て 移 動 す る か に 依 存 し て 静 止 し た り 移 動 す る こ と が で き る 。 材 料 が 移 動 す
る 場 合 に は 、 支 持 手 段 は 静 止 す る こ と が で き 、 か つ 囲 い 自 体 は 、 光 生 成 お よ び 適 用 手 段 を
含 め て 、 支 持 手 段 お よ び 支 持 さ れ た 材 料 に 相 対 的 に お そ ら く は 往 復 様 式 で 運 動 す る よ う に
移 動 可 能 で あ る 。 支 持 手 段 が 移 動 す る ま た は 囲 い が 移 動 す る 場 合 に は 、 囲 い は 、 入 口 お よ
び 出 口 ま た は 組 み 合 わ さ れ た 出 口 /入 口 を 定 め る 1つ あ る い は 複 数 の 開 口 部 で 形 成 さ れ て も
よ く 、 こ の 場 合 、 唯 一 の ま た は 各 々 の 開 口 部 は 場 合 に よ っ て 、 ド ア も し く は 他 の 閉 鎖 手 段
に よ っ て 閉 鎖 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 光 生 成 お よ び 適 用 手 段 は 、 好 ま し く は 光 を 異 な る 方 向 に 放 射 す る 複 数 の 光 源 、 光 源 か ら
異 な る 方 向 に 光 を 反 射 す る 複 数 の 反 射 器 を 具 備 す る 単 一 の 光 源 、 ま た は 光 を 放 射 し か つ 光
を 反 射 す る の が そ れ ぞ れ 異 な る 方 向 で あ る 複 数 の 光 源 お よ び 複 数 の 反 射 器 を 含 む 。 唯 一 の
ま た は 各 々 の 光 源 は 、 例 え ば 発 光 ダ イ オ ー ド を 含 む 可 能 性 が あ る 。 本 明 細 書 に お い て 以 前
に 定 義 さ れ た よ う に 、 光 生 成 お よ び 適 用 手 段 は 、 好 ま し く は 赤 色 、 青 色 、 ま た は 場 合 に よ
っ て は 白 色 光 も し く は 可 視 ス ペ ク ト ル 光 と 組 み 合 わ せ た 赤 色 お よ び 青 色 の 波 長 で 光 を 送 信
す る 。 反 射 器 の 使 用 に よ り 、 光 度 を 一 部 減 衰 さ せ て エ ネ ル ギ ー コ ス ト は 削 減 さ れ る 。 こ の
こ と は 、 暴 露 チ ャ ン バ の 大 き さ や 処 理 さ れ る べ き 植 物 材 料 の 質 に よ る が 重 要 か ど う か わ か
ら な い 。 し た が っ て 、 光 源 お よ び 反 射 器 の 数 と 配 置 は 、 好 ま し く は 装 置 の 構 造 上 の パ ラ メ
ー タ に 加 え て 特 有 の 処 理 方 法 に 関 す る パ ラ メ ー タ に 基 づ い て 選 択 さ れ る 。 好 ま し く は 、 光
生 成 お よ び 適 用 手 段 に お け る 光 放 射 お よ び /ま た は 光 反 射 部 品 は 、 囲 い の 複 数 の 側 面 に 配
置 さ れ る 。 小 規 模 の 家 電 機 器 で は 、 光 源 は 、 電 源 供 給 に お け る 利 便 性 の た め に 、 例 え ば チ
ャ ン バ ー の 天 井 や チ ャ ン バ ー の 床 の 領 域 に お い て 提 供 さ れ る 反 射 器 と 同 じ 領 域 全 体 に マ ウ
ン ト し て も よ い 。 光 源 の 光 出 口 表 面 お よ び 反 射 器 の 反 射 す る 表 面 の 平 面 に 指 向 性 を 与 え る
こ と で 、 選 択 さ れ た 1種 も く し は 複 数 種 の 波 長 の 光 を 直 接 、 支 持 さ れ た 植 物 材 料 の 上 端 、
下 端 お よ び 側 面 に 確 実 に 当 て る こ と が で き る 。 上 記 の 光 源 は 、 発 光 ダ イ オ ー ド は 別 と し て
、 例 え ば 白 熱 電 球 、 蛍 光 チ ュ ー ブ ラ イ ト と い っ た 単 一 の ラ ン プ も し く は ア レ イ 状 の ラ ン プ
で あ り う る 。 反 射 器 は 、 例 え ば 、 ミ ラ ー 、 研 磨 さ れ た 金 属 パ ネ ル ま た は 適 切 な 指 向 性 を も
つ 囲 い の 内 部 表 面 に 塗 布 さ れ た 単 な る ミ ラ ー コ ー テ ィ ン グ も し く は 被 覆 剤 で あ り う る 。 40
0か ら 700nmの 好 ま し い 波 長 範 囲 に お け る 光 の 放 射 は 、 選 択 さ れ た 特 異 的 な 波 長 の み の 光 を
通 過 さ せ る 伝 導 フ ィ ル タ を 介 し て 前 記 ま た は 各 々 の 線 源 に よ っ て 放 射 さ れ た 光 を 送 信 す る
こ と に よ っ て 実 現 さ れ る 。 同 様 に 、 支 持 さ れ た 植 物 材 料 へ 光 を 適 用 す る 持 続 時 間 は 、 所 定
の 時 間 作 動 後 、 1個 も し く は 複 数 個 の 光 源 の 作 動 電 圧 を 切 る こ と に よ る な ど 、 光 生 成 お よ
び 適 用 手 段 の 電 源 を 切 る た め の ス イ ッ チ 手 段 に よ っ て 制 御 で き る 。 好 ま し く は 、 そ の 制 御
は 、 所 定 の 時 間 を 選 択 す る た め の 時 間 選 択 機 能 を 具 備 す る 計 時 手 段 を 介 し て な さ れ る 。 し
か し な が ら 、 光 へ の 暴 露 に お け る 持 続 時 間 の 制 御 は 、 植 物 材 料 の 選 別 ま た は 遮 蔽 、 1個 も
し く は 複 数 個 の 光 源 お よ び 反 射 器 の 選 別 ま た は 遮 蔽 、 な ら び に 選 択 的 な 反 射 面 の 操 作 に よ
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っ て 光 透 過 性 を 示 す よ う に な る な ど の 他 の 光 学 的 手 段 に よ っ て 等 し く 十 分 に 達 成 で き る 。
あ る い は 、 静 止 状 態 に お け る 滞 在 時 間 後 の 排 出 に よ っ て か 、 ま た は 所 定 の 時 間 内 に チ ャ ン
バ ー を 通 り 抜 け て 移 動 し た 後 の チ ャ ン バ ー か ら の 放 出 に よ っ て 、 処 理 さ れ た 植 物 材 料 は 、
所 定 の 時 間 の 終 了 時 に 暴 露 チ ャ ン バ か ら の 取 り 出 し が 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 の 移 動 は 、 材
料 を 支 持 す る 支 持 手 段 の 移 動 お よ び 1個 も し く は 複 数 個 の 光 源 や い く つ か の そ れ に 伴 う 反
射 器 を 含 め た 囲 い の 移 動 の 両 方 を 包 含 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 明 細 書 で 挙 げ ら れ る す べ て の 参 照 に 関 す る 教 示 が 本 明 細 書 の 中 に 援 用 さ れ る こ と は 理
解 さ れ る べ き で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 は 、 以 下 の 実 施 例 お よ び 添 付 の 図 面 (図 1)を 参 照 し て 記 載 さ れ る こ と に な る 。 図 1
に 示 さ れ る 例 お よ び 情 報 が 本 発 明 の 範 囲 を 制 限 す る も の と し て 決 し て 見 な さ れ る べ き で は
な い こ と は 理 解 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
(実 施 例 )
　 植 物 材 料 　 切 断 し た 白 菜 (チ ン ゲ ン 菜 )、 緑 色 ブ ロ ッ コ リ 、 お よ び ホ ウ レ ン ソ ウ を ス ー パ
ー マ ー ケ ッ ト か ら 入 手 し た 。 シ ロ イ ヌ ナ ズ ナ Col-0植 物 を ノ ッ チ ン ガ ム シ ロ イ ヌ ナ ズ ナ 保
存 セ ン タ ー か ら 入 手 し た 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 光 処 理 　 植 物 器 官 /葉 に 上 方 か ら 1400μ M/m - 2 /s - 1 お よ び 下 方 か ら 180μ M/m - 2 /s - 1 の 光 度
の 光 を 照 射 し た 。 植 物 器 官 /葉 を 透 明 皿 上 に 保 持 し 、 水 で 噴 霧 し 、 植 物 器 官 /葉 の 乾 燥 を 防
止 す る の に 役 立 つ CO 2 で 満 た し 、 光 へ 暴 露 す る 間 、 光 合 成 用 に 余 分 の CO 2 を 供 給 し た 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 1400μ M/m - 2 /s - 1 :光 源 は 、 2種 の Futur LED赤 色 型 R210R2-MF、 Swarco Austria(全 体 で 18
0μ M/m - 2 /s - 1 の 680nm+/-20nm)か ら 成 っ た 。 す な わ ち 一 方 が >650nmお よ び <700nmの 伝 導 フ
ィ ル タ を 用 い て 300μ M/m - 2 /s - 1 の 赤 色 フ ィ ル タ を 通 し た 光 (General Electric Quartzline
 EHJ、 250W、 24V光 )で 、 他 方 (920μ M/m - 2 /s - 1 )が 白 色 ハ ロ ゲ ン 光 (General Electric Quar
tzline EHJ、 250W、 24V光 )で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 180μ M/m - 2 /s - 1 :光 源 は 2種 の Futur LED赤 色 型 R210R2-M、 Swarco Austria光 (全 体 で 180
μ M/m - 2 /s - 1 の 680nm+/-10nm)か ら 成 っ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 環 境 条 件 :温 度 20℃ ;湿 度 80%.
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 植 物 材 料 の 分 析 :上 記 の よ う に 各 植 物 タ イ プ 由 来 の 植 物 材 料 20～ 50グ ラ ム を 種 々 の 光 度
へ の 暴 露 に 用 い た 。 3× 1グ ラ ム の 試 料 を 分 析 に 用 い 、 分 析 を 3回 繰 り 返 し た 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ア ス コ ル ビ ン 酸 量 の 測 定 : Yoshimura、 Kら (2000年 ) Plant Physiol.123、 223～ 233頁
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 グ ル タ チ オ ン 濃 度 の 測 定 : Karpinski、 S.ら (1997年 ) Plant Cell、 9、 627～ 642頁 ; Cre
issen Gら (1999年 ) Plant Cell、 11、 1277～ 1291頁
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 結 果
【 ０ ０ ４ ０ 】
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【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【 ０ ０ ４ １ 】
【 表 ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ２ 】
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【 表 ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ３ 】
【 表 ４ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 PLP中 の 暴 露 の 90分 前 お よ び 90分 後 に お け る μ モ ル /グ ラ ム FWで の ア ス コ ル ビ ン 酸 含 量
【 ０ ０ ４ ５ 】
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【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 表 ６ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ７ 】
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【 表 ７ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ８ 】
【 表 ８ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ４ ９ 】

10

20

30

40

(17) JP 2007-511202 A 2007.5.10



【 表 ９ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 PLP中 の 暴 露 の 90分 前 お よ び 90分 後 に お け る nモ ル /グ ラ ム FWで の 低 下 し た グ ル タ チ オ ン
含 量
【 ０ ０ ５ １ 】
【 表 １ ０ 】
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 エ ン ド ウ 豆 -ビ タ ミ ン C濃 度
　 植 物 材 料 　 新 鮮 な グ リ ー ン ピ ー ス を ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト か ら 入 手 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 光 処 理 　 エ ン ド ウ 豆 に 上 方 か ら 1400μ M/m - 2 /s - 1 お よ び 下 方 か ら 180μ M/m - 2 /s - 1 の 光 度
の 光 を 照 射 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 1400μ M/m - 2 /s - 1 :光 源 は 、 2種 の Futur LED赤 色 型 R210R2-MF、 Swarco Austria(全 体 で 18
0μ M/m - 2 /s - 1 の 680nm+/-20nm)か ら 成 っ た 。 す な わ ち 一 方 が ;>650nmお よ び <700nmの 伝 導 フ
ィ ル タ を 用 い て 300μ M/m - 2 /s - 1 の 赤 色 フ ィ ル タ を 通 し た 光 (General Electric Quartzline
 EHJ、 250W、 24V光 )で 、 他 方 (920μ M/m - 2 /s - 1 )が 白 色 ハ ロ ゲ ン 光 (General Electric Quar
tzline EHJ、 250W、 24V光 )で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 180μ M/m - 2 /s - 1 :光 源 は 2種 の Futur LED赤 色 型 R210R2-M、 Swarco Austria光 (全 体 で 180
μ M/m - 2 /s - 1 の 680nm+/-10nm)か ら 成 っ た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 環 境 条 件 :温 度 20℃ ;湿 度 80%
【 ０ ０ ５ ７ 】
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　 植 物 材 料 の 分 析 :上 記 の よ う に エ ン ド ウ 豆 を 種 々 の 光 度 に 暴 露 す る 。 処 理 済 み エ ン ド ウ
豆 を 分 析 に 用 い る 。 対 照 エ ン ド ウ 豆 、 す な わ ち 光 処 理 を 施 し て い な い エ ン ド ウ 豆 の ビ タ ミ
ン 含 量 も 測 定 す る 。 対 照 と 処 理 済 み エ ン ド ウ 豆 (3回 反 復 )と の 間 の ビ タ ミ ン Cの 濃 度 差 を 観
察 す る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 ア ス コ ル ビ ン 酸 量 の 測 定 : Yoshimura、 Kら (2000年 ) Plant Physiol.123、 223～ 233頁
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 も や し 、 緑 キ ャ ベ ツ -ビ タ ミ ン C濃 度
　 植 物 材 料 　 切 断 し た も や し お よ び 緑 キ ャ ベ ツ を ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト か ら 入 手 す る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 光 処 理 　 植 物 器 官 /葉 に 上 方 か ら 1400μ M/m - 2 /s - 1 お よ び 下 方 か ら 180μ M/m - 2 /s - 1 の 光 度
の 光 を 照 射 す る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 1400μ M/m - 2 /s - 1 :光 源 は 、 2種 の Futur LED赤 色 型 R210R2-MF、 Swarco Austria(全 体 で 18
0μ M/m - 2 /s - 1 の 680nm+/-20nm)か ら 成 っ た 。 す な わ ち 一 方 が >650nmお よ び <700nmの 伝 導 フ
ィ ル タ を 用 い て 300μ M/m - 2 /s - 1 の 赤 色 フ ィ ル タ を 通 し た 光 (General Electric Quartzline
 EHJ、 250W、 24V光 )で 、 他 方 (920μ M/m - 2 /s - 1 )が 白 色 ハ ロ ゲ ン 光 (General Electric Quar
tzline EHJ、 250W、 24V光 )で あ っ た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 180μ M/m - 2 /s - 1 :光 源 は 2種 の Futur LED赤 色 型 R210R2-M、 Swarco Austria光 (全 体 で 180
μ M/m - 2 /s - 1 の 680nm+/-10nm)か ら 成 っ た 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 環 境 条 件 :温 度 20℃ ;湿 度 80%
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 植 物 材 料 の 分 析 :上 記 の よ う に 各 植 物 タ イ プ 由 来 の 植 物 材 料 20～ 50グ ラ ム を 種 々 の 光 度
へ の 暴 露 に 用 い る 。 3× 1グ ラ ム の 試 料 を 分 析 に 用 い 、 分 析 を 繰 り 返 す 。 処 理 さ れ た 植 物 材
料 と 処 理 さ れ て い な い 植 物 材 料 (対 照 )と の 間 の ビ タ ミ ン Cの 濃 度 差 を 観 察 す る 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 ア ス コ ル ビ ン 酸 量 の 測 定 : Yoshimura、 Kら (2000年 ) Plant Physiol.123、 223～ 233頁
【 ０ ０ ６ ６ 】
セ ク シ ョ ン 2:Catharanthus roseus葉 の 赤 色 光 お よ び 白 色 光 へ の 暴 露 な ら び に こ れ ら の HPL
C分 析
【 ０ ０ ６ ７ 】
は じ め に
【 ０ ０ ６ ８ 】
　 Catharanthus roseus葉 中 の ビ ス イ ン ド ー ル ア ル カ ロ イ ド 含 量 を 測 定 す る た め 、 HPLC分
析 を 実 施 し た 。 か か る 測 定 は 、 C.roseus植 物 に お い て 葉 な ど の 緑 色 材 料 中 の ア ル カ ロ イ ド
含 量 に 対 す る 種 々 の 処 理 の 効 果 を 判 定 す る た め に 行 わ れ た 。
【 ０ ０ ６ ９ 】
　 用 い ら れ る 方 法 は 、 D.A.C.Hallardら (2000年 ) PhD thesis:Transgenic Plant Cells fo
r the Production of Indole Alkaloids、 ラ イ デ ン 大 学 に よ っ て 記 載 さ れ た も の で あ る 。
【 ０ ０ ７ ０ 】
方 法
【 ０ ０ ７ １ 】
材 料
【 ０ ０ ７ ２ 】
　 植 物 成 長 条 件 :長 い 明 期 (13時 間 )200～ 400μ M/m - 2 /s - 1 、 温 度 22℃ -日 中 ;18℃ 夜 間 、 お よ
び 高 い 相 対 湿 度 (70%+/-5%)下 で 、 温 室 内 で 植 物 Catharanthus roseusを 成 長 さ せ た 。 15週
齢 の 開 花 期 の Catharanthus roseus植 物 由 来 の 葉 (上 端 の 葉 お よ び 隣 り 合 う 葉 )を 本 明 細 書
で 記 載 の よ う に 分 離 し て 以 下 の 改 良 と と も に 処 理 し た 。 葉 の 向 軸 (上 面 )上 お よ び 背 軸 (下
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面 )上 の 両 方 に 3時 間 、 各 面 160μ M/m - 2 /s - 1 の 強 度 で 赤 色 光 を 照 射 し 、 葉 上 に 2時 間 、 白 色
光 を 照 射 し た 。
【 ０ ０ ７ ３ 】
試 料 番 号 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 生 体 重 (mg)
(内 部 指 定 )

01　 温 室 内 対 照 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 370
02　 温 室 内 対 照 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 290
03　 温 室 内 対 照 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 350

24　 最 初 の 2時 間 に お け る 光 へ の 暴 露 (赤 色 +白 色 )　 　 　 　 　 　 　 　 　 360
25　 最 初 の 2時 間 に お け る 光 へ の 暴 露 (赤 色 +白 色 )　 　 　 　 　 　 　 　 　 230
26　 最 初 の 2時 間 に お け る 光 へ の 暴 露 (赤 色 +白 色 )　 　 　 　 　 　 　 　 　 230

R44　 24～ 26時 間 か ら さ ら に 1時 間 に わ た る 暴 露 (赤 色 )　 　 　 　 　 　 360
R45　 24～ 26時 間 か ら さ ら に 1時 間 に わ た る 暴 露 (赤 色 )　 　 　 　 　 　 290
R46　 24～ 26時 間 か ら さ ら に 1時 間 に わ た る 暴 露 (赤 色 )　 　 　 　 　 　 490
【 ０ ０ ７ ４ 】
抽 出
【 ０ ０ ７ ５ 】
　 植 物 材 料 が Dr.S.Karpinski(ス ト ッ ク ホ ル ム 大 学 、 ス ウ ェ ー デ ン )に よ っ て 凍 結 乾 燥 さ れ
た 葉 材 料 と し て 提 供 さ れ た 。
【 ０ ０ ７ ６ 】
　 約 10mgの 材 料 の 各 試 料 を 3通 り に 正 確 に 秤 量 し (1つ の 試 料 -系 02-2通 り )、 か つ エ ッ ペ ン
ド ル フ (Eppendorf)カ ッ プ 内 で 0.50ml 0.1%ト リ フ ル オ ロ 酢 酸 (TFA)と と も に 完 全 混 合 し た
。 次 い で ソ ニ ケ ー タ ー (sonicor、 Copiague NY、 米 国 )を 用 い て 試 料 を 30分 間 超 音 波 分 解 し
、 そ の 後 10分 間 、 13000rpmの 遠 心 分 離 に よ っ て 葉 の 破 片 を 沈 殿 さ せ た 。 上 清 を HPLC分 析 に
用 い た 。 次 い で 試 料 を 収 集 し 、 後 の 分 析 の た め に -80℃ で 保 存 し た 。 0.1～ 2mMの 範 囲 に お
い て ビ ン ク リ ス チ ン お よ び ビ ン ブ ラ ス チ ン の 等 モ ル 混 合 物 に お け る 4つ の 希 釈 物 を 用 い る
こ と に よ っ て 標 準 曲 線 を 作 成 し た 。
【 ０ ０ ７ ７ 】
　 717オ ー ト サ ン プ ラ ー お よ び 990フ ォ ト ダ イ オ ー ド ア レ イ 検 出 器 を 具 備 し た Waters 600E 
HPLCポ ン プ を 用 い た フ ォ ト ダ イ オ ー ド ア レ イ (PDA)検 出 と と も に 、 す べ て の 画 分 を HPLCに
よ っ て 分 析 し た 。
【 ０ ０ ７ ８ 】
HPLC
【 ０ ０ ７ ９ 】
　 表 1に よ る と 、 Vydac 218MS54カ ラ ム (250× 4.6mmル ー メ ン 直 径 )、 お よ び 水 中 の 0.01% TF
A中 で 線 形 ア セ ト ニ ト リ ル 勾 配 を 用 い た 。 注 入 容 量 は 50ulで あ っ た 。
【 ０ ０ ８ ０ 】
【 表 １ １ 】
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ １ 】
　 200～ 350nmの 波 長 範 囲 に お い て フ ォ ト ダ イ オ ー ド ア レ イ 検 出 器 を 用 い て 検 出 を 達 成 し た
。

10

20

30

40

50

(20) JP 2007-511202 A 2007.5.10



【 ０ ０ ８ ２ 】
結 果 お よ び 考 察
【 ０ ０ ８ ３ 】
HPLC
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 HPLCク ロ マ ト グ ラ ム か ら 、 215nmの 波 長 で ピ ー ク を 積 分 す る こ と に よ っ て 以 下 の 結 果 を
得 た (平 均 値 に 対 し て 表 12、 す べ て の 組 み 合 わ せ 結 果 に 対 し て 表 13を 参 照 )。
【 ０ ０ ８ ５ 】
検 量 線
【 ０ ０ ８ ６ 】
　 (ビ ン ブ ラ ス チ ン に お け る 最 高 値 は 極 め て 高 い た め に 計 測 さ れ な か っ た が )ビ ン ク リ ス チ
ン と ビ ン ブ ラ ス チ ン の 両 方 は 、 使 用 範 囲 に お い て 線 形 応 答 を 示 し た 。 5ポ イ ン ト を 超 え る
直 線 回 帰 (面 積 プ ロ ッ ト 対 注 入 nモ ル に お け る )は 、 0.041の 係 数 お よ び 0.9978の r 2 に 相 関 関
係 を 与 え た 。
【 ０ ０ ８ ７ 】
試 料
【 ０ ０ ８ ８ 】
【 表 １ ２ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ８ ９ 】
　 植 物 の R44お よ び R46に お い て 注 目 す べ き こ と は 、 ア ン ヒ ド ロ ビ ン ブ ラ ス チ ン (AHVB)中 含
量 の 著 明 な 低 下 で あ る 。 こ れ に 伴 い 、 「 ?」 印 の 未 同 定 の ビ ス イ ン ド ー ル ア ル カ ロ イ ド と
い う 別 物 質 が 増 加 す る 。 こ れ ら の 2種 の 化 合 物 に 対 す る UVス ペ ク ト ル は ほ ぼ 等 し い こ と か
ら 、 こ の 未 知 の ビ ス イ ン ド ー ル は ビ ン ブ ラ ス チ ン に 密 接 に 関 与 し て い る と 考 え ら れ る 。 有
望 な 候 補 化 合 物 と し て 、 N-デ メ チ ル ビ ン ブ ラ ス チ ン 、 デ ア セ ト キ シ ビ ン ブ ラ ス チ ン 、 15'-
ヒ ド ロ キ シ ビ ン ブ ラ ス チ ン 、 14'-ヒ ド ロ キ シ ビ ン ブ ラ ス チ ン な ど が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ９ ０ 】
　 ビ ン ブ ラ ス チ ン (ビ ス イ ン ド ー ル 最 終 産 物 の モ ノ マ ー の 1つ )の 含 量 も 顕 著 に 変 化 し た 。
こ れ ら の 濃 度 は 、 ビ ス イ ン ド ー ル 型 ア ル カ ロ イ ド の 含 量 と で は な く ア ジ マ リ シ ン 含 量 と 相
関 す る よ う に 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ９ １ 】
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【 表 １ ３ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ９ ２ 】
結 論
【 ０ ０ ９ ３ 】
　 凍 結 乾 燥 さ れ た 植 物 葉 の 調 製 物 に お け る イ ン ド ー ル ア ル カ ロ イ ド 測 定 は 、 本 明 細 書 で 記
載 さ れ る 光 処 理 方 法 の 下 で の 制 御 に 対 し 、 ア ジ マ リ シ ン 、 ビ ン ド リ ン 、 ビ ン ブ ラ ス チ ン 、
ア ン ヒ ド ロ ビ ン ブ ラ ス チ ン お よ び 未 同 定 の ビ ス イ ン ド ー ル ア ル カ ロ イ ド の 濃 度 が 異 な る こ
と を 示 し た 。
【 ０ ０ ９ ４ 】
1.葉 表 面 の 向 軸 面 上 お よ び 背 軸 面 上 に 対 し て 赤 色 光 お よ び 青 色 光 に 暴 露 さ れ た 植 物 葉 材 料
.
【 ０ ０ ９ ５ 】
　 植 物 (Catharanthus roseus、 白 菜 、 エ ン ド ウ 豆 、 ブ ロ ッ コ リ 、 ホ ウ レ ン ソ ウ 、 お よ び シ
ロ イ ヌ ナ ズ ナ )は 、 本 明 細 書 に お い て 上 記 の よ う に 成 長 し 、 植 物 葉 材 料 を そ こ か ら 取 り 出
し 、 そ し て 2時 間 に わ た り 、 以 下 の 比 率 (以 下 参 照 )で 赤 色 光 お よ び 青 色 光 を 施 す 。 こ の 場
合 、 赤 色 光 (640nm+/-15nm)を 上 面 (向 軸 面 )上 に 照 射 し 、 青 色 光 (450+/-15nm)を 下 面 (背 軸
面 )上 に 照 射 し た 。
【 ０ ０ ９ ６ 】
　 上 記 の よ う に 植 物 か ら 植 物 材 料 を 選 択 し 、 標 準 的 方 法 に 従 っ て 凍 結 乾 燥 さ せ る 。
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【 ０ ０ ９ ７ 】
青 色 ;赤 色 光 比 率
　 　 　 5:1
　 　 　 5:2
　 　 　 5:3
　 　 　 5:4
　 　 　 5:5
　 　 　 4:5
　 　 　 3:5
　 　 　 2:5
　 　 　 1:5
【 ０ ０ ９ ８ 】
　 本 明 細 書 に お い て 記 載 さ れ る よ う に 、 植 物 の 二 次 代 謝 産 物 濃 度 を 変 更 す る た め に 上 記 の
赤 色 光 :青 色 光 比 率 に お い て 赤 色 光 お よ び 青 色 光 に 暴 露 さ れ た 処 理 済 み 植 物 を 測 定 す る 。
植 物 の 二 次 代 謝 産 物 濃 度 に お け る 変 更 を 観 察 す る 。
【 ０ ０ ９ ９ 】
　 1.i)葉 表 面 の 向 軸 面 上 お よ び ii)葉 表 面 の 背 軸 面 上 に 対 し て 赤 色 光 お よ び 青 色 光 に 暴 露
さ れ た 植 物 葉 材 料 .
【 ０ １ ０ ０ 】
　 植 物 (Catharanthus roseus、 白 菜 、 エ ン ド ウ 豆 、 ブ ロ ッ コ リ 、 ホ ウ レ ン ソ ウ 、 お よ び シ
ロ イ ヌ ナ ズ ナ )は 、 本 明 細 書 に お い て 上 記 の よ う に 成 長 し 、 植 物 葉 材 料 を そ こ か ら 取 り 出
し 、 そ し て 2時 間 に わ た り 、 以 下 の 比 率 (以 下 参 照 )で 赤 色 光 お よ び 青 色 光 を 施 す 。 こ の 場
合 、 赤 色 光 (640nm+/-15nm)お よ び 青 色 光 (450+/-15nm)を 葉 の 上 面 (向 軸 面 )上 に 照 射 す る 。
【 ０ １ ０ １ 】
　 同 じ 方 法 論 を 用 い 、 葉 表 面 の 背 軸 面 上 で 同 一 の 波 長 で 赤 色 光 お よ び 青 色 光 を 照 射 す る 。
【 ０ １ ０ ２ 】
　 上 記 の よ う に 植 物 か ら 植 物 材 料 を 選 択 し 、 標 準 的 方 法 に 従 っ て 凍 結 乾 燥 さ せ る 。
【 ０ １ ０ ３ 】
青 色 :赤 色 光 比 率 .
　 　 　 5:1
　 　 　 5:2
　 　 　 5:3
　 　 　 5:4
　 　 　 5:5
　 　 　 4:5
　 　 　 3:5
　 　 　 2:5
　 　 　 1:5
【 ０ １ ０ ４ 】
　 本 明 細 書 に お い て 記 載 さ れ る よ う に 、 植 物 の 二 次 代 謝 産 物 濃 度 を 変 更 す る た め に 上 記 の
赤 色 光 :青 色 光 比 率 に お い て 赤 色 光 お よ び 青 色 光 に 暴 露 さ れ た 処 理 済 み 植 物 を 測 定 す る 。
植 物 の 二 次 代 謝 産 物 濃 度 に お け る 変 更 を 観 察 す る 。
【 ０ １ ０ ５ 】
装 置
【 ０ １ ０ ６ 】
　 こ こ で 添 付 の 図 面 (図 1)を 参 照 す る と 、 本 発 明 を 例 示 す る 方 法 の 実 施 に 適 切 な 装 置 10の
概 略 正 面 図 を 示 す 。 装 置 10は 、 一 実 施 例 の み を 介 し 、 台 所 使 用 に 適 す る 屋 内 家 電 機 器 の 形
態 を 有 し 、 か つ 常 に 閉 じ た 天 井 、 床 お よ び 3つ の 壁 を 有 す る 略 立 方 型 の ハ ウ ジ ン グ 11を 含
む 。 こ こ で 4番 目 の 壁 (図 示 し な い )は ハ ウ ジ ン グ の イ ン テ リ ア へ の 接 近 を 可 能 に す る ド ア
と し て 機 能 す る 。
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【 ０ １ ０ ７ 】
　 ハ ウ ジ ン グ は 、 大 体 中 央 の 位 置 で 、 チ ャ ン バ ー 内 で 処 理 光 に 暴 露 さ れ る 場 合 に 植 物 材 料
13に 対 す る 支 持 と し て 機 能 す る ガ ラ ス 板 12を 有 す る 暴 露 チ ャ ン バ に 結 合 す る 。 上 記 光 は 、
チ ャ ン バ ー の 上 部 領 域 に 配 置 さ れ 、 か つ 光 板 12の 上 端 や チ ャ ン バ ー の 床 の 方 向 の 板 の 上 お
よ び 板 の 大 体 横 方 向 に 支 持 さ れ る 植 物 材 料 の 上 部 表 面 の 方 へ 全 体 的 に 光 を 導 く よ う に 方 向
づ け ら れ る 光 出 口 表 面 15を 有 す る 3個 の 相 互 に 離 れ た 光 源 14に よ っ て 生 成 さ れ る 。 反 射 器 1
6は 、 床 の 近 く で 横 方 向 に 方 向 づ け ら れ た 光 を 妨 害 す る よ う な 位 置 に 配 置 さ れ 、 入 射 光 が
板 12の 下 面 ひ い て は 植 物 材 料 の 下 部 表 面 の 方 へ 方 向 づ け ら れ る よ う に 角 度 が 設 け ら れ た ミ
ラ ー の 形 態 で あ る 。 こ の 場 合 、 下 部 表 面 は 板 の 透 明 度 に 基 づ い て 光 に 暴 露 さ れ る 。 反 射 器
16の 図 示 さ れ た 位 置 お よ び そ れ に 付 随 す る 反 射 光 ビ ー ム は 一 例 に す ぎ ず 、 さ ら に 反 射 器 は
、 図 面 の 面 に 対 し て 斜 方 向 へ 、 前 方 へ 、 か つ 後 方 へ ビ ー ム を 反 射 す る よ う に 提 供 で き る 。
し た が っ て 、 板 12上 に 支 持 さ れ た 材 料 13は 、 そ の 上 部 お よ び 下 部 表 面 の 両 方 に 、 ま た そ の
側 面 の 表 面 に 様 々 な 角 度 で 、 光 に 暴 露 さ れ る 。 光 源 お よ び 反 射 器 の 上 記 の 配 置 は 、 生 成 さ
れ る 光 へ の 支 持 さ れ た 植 物 材 料 の 効 果 的 な 暴 露 と 稼 動 コ ス ト が 経 済 的 な 簡 単 な 構 造 と の 間
の 妥 協 点 を 提 供 す る こ と が 認 め ら れ て い る 。
【 ０ １ ０ ８ 】
　 光 源 は 、 選 択 さ れ た 波 長 す な わ ち 400か ら 700nmの 範 囲 に お い て 選 択 さ れ た 波 長 の 光 の み
を 伝 え る 伝 導 フ ィ ル タ を 含 む こ と で 、 処 理 さ れ た 植 物 材 料 の 細 胞 ま た は 組 織 の 植 物 化 学 物
質 に お け る 所 望 の 一 時 的 変 化 を 達 成 す る の に 十 分 で あ る 所 定 の 時 間 、 光 を 放 射 す る 光 源 に
対 す る 給 電 機 構 18内 の プ ロ グ ラ ム 可 能 な タ イ マ ー 17に よ っ て 制 御 さ れ る 。
【 ０ １ ０ ９ 】
　 し た が っ て 、 同 装 置 は 加 工 さ れ た 材 料 の 調 理 ま た は 消 費 の 直 前 に 、 処 理 方 法 を 実 施 す る
場 合 に 便 利 に 使 用 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ １ １ ０ 】
【 図 １ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 方 法 の 実 施 に 適 切 な 装 置 を 例 示 す る 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ １ １ １ 】
　 10 装 置
　 11 ハ ウ ジ ン グ
　 12 ガ ラ ス 板
　 13 植 物 材 料
　 14 光 源
　 15 光 出 口 表 面
　 16 反 射 器
　 17 プ ロ グ ラ ム 可 能 な タ イ マ ー
　 18 給 電 機 構
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【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(26) JP 2007-511202 A 2007.5.10



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(27) JP 2007-511202 A 2007.5.10



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(28) JP 2007-511202 A 2007.5.10



フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),
EP(AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HU,IE,IT,LU,MC,NL,PL,PT,RO,SE,SI,SK,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,
CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,
DE,DK,DM,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KP,KR,KZ,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LV,M
A,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MZ,NA,NI,NO,NZ,OM,PG,PH,PL,PT,RO,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SY,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG
,US,UZ,VC,VN,YU,ZA,ZM,ZW

Ｆターム(参考) 2B022 AA01  AB11  AB20  DA05  DA08 
　　　　 　　  4B018 LB03  MD07  MD25  MD48  ME06 
　　　　 　　  4B029 AA01  AA27  BB12  CC03 
　　　　 　　  4B065 AA88X BC48  CA34  CA41 

(29) JP 2007-511202 A 2007.5.10


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

